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与主

本説明書は北海道開発庁‘の委嘱によって作成したものであるO

本説明書を記すに当り一言者断りしたいことがあるO すたわち，本地域の

ように，交通不便な高山地帯で石狩炭田の復雑危構造の偲を成すと考えられ

るような構造を有し，かっかたり似たような岩相が繰返され， しかも化石の

産出が之しい地方に行われた 5 万分の l 図幅仕上程度の調査期間であり，し

たがって，地層の露出が相当によくたいかぎり，地屑の司定にすでに問:習が

あり，その判定がもとになって構をiY::推定されていることであるO ま?と，あ

る刊題を発見しでも十分に確める余1俗がなくてその見透しをのべなければな

らぬ場合もあるO また若い地周の問題に関連しては，地形図の修正が不十分

たため読者の御理解を得難い場合があると思うが，木地形図と市販の地形図

とを比較されて，ここまで修正し得たものとして御寛恕を賜わりたい。

以上のようたととから，木説明書の記述が従来の説明書の形式と異なり多

少たどたどしくたっていることを免れないのは，図に示されている結果に到

達するまで、の考察途上の議治が jm えられ今後の研究者の便を計らんとしたも

ので，一部の利用者にとっては御不便の点もあろうが， :f>，ff し願いたい。



たむ文献の取扱いについては，未刊行のものは脚註に示し，刊行物につい

ては追番号をもって巻末に示した。

B 調杢範囲，期間及び精度

調査範囲は 20 万分の 1 夕張岳図幅第 9 号山部図幅を中心に，この周囲を取
シ毛フラ ノ 古 C ア'"イヅ イグシュン吋・ソ肘 r :t才ユウパ 9 イシ JJ') 力十ヤ" :tヲアイ ニシタヲプ ト

巻く， -F富良野，上芦別，幾春別岳，大夕張，石狩金山，落合，西達布，十
台ヂ伊ケ

勝岳の各 5 万分の l 図幅の一部，特にそれらの境界的近が調査された。調査

期間は昭和:26 年 8 月中旬から断続して 150 日である。本図幅は北海道のほ

段、中央部に当る O

第 1 図に示した踏査路線のほとんどは 5 千分の 1 の歩浪Ij見取図を作った。
ウマナイ

主夕張川縦谷部，森田の沢(ポントナシベツJ[l)縦谷部，北方では馬内川上

流の大部分とその束に当る 11 線沢は営林署の 2 万分の 1 の地形図を直接ノレ

ートマヅプに使用した。

山部石綿地帯の地質については，地質調査所小関幸治技官の 5 千分の 1 の

調査によるところが多く，また北海道大学鈴木醇教長:の御指導を得た。南方

森田の沢支流鉢盛沢については，北海道大学橋本誠二助教授の修業論文によ
)-1J ヂシグ ソオアシ吋ヴ ゴクラク

っているO 馬内川上流支流中天狗へ上る沢，怒声別川北股本流上流部，極楽
タイラ オチヤゲヤ

平附近7えび御茶岳一芦日lj岳i出は筆者の旧資料によった。

その他参考とたった資料は，その都度脚誌に，あるいは末尾に参考文献と

して示し?と。

C 交通

本図幅中央部の大部分は北海道中央凹地帯の南部を J構成する富良野盆地の
本ムロ

南端で、，農耕地開け，道路が発達して者り，この中を国鉄根室本線が南北に

走り，本図幅のほぼ中心に当る山部市街地の南方で，~知川横谷内に入って

東に向い，のち再び南下している。盆地東方の台地上は北及び南の一部を除

き東京大学山部演習林に属し，そのなかに，北は図幅の束にすぐ隣る麓郷を.

南方では東山市街地を中心に農耕地開け，この 2 カ所までは地方の名邑富良

』ーっ
』



野市街地から，それぞれ，前地へは布部を経て，後地へは布部，山吉II を経て

パスが通う。これ以外にはパス路線はない。 演習林内には若干の林道があれ

そのうちのあるものは良く手入れされている。

一方，西部は芦別j 岳を中心とする急峻な山地で，旧御料林の置き蒼たる森林

で，その束斜面には，かなりよく林道がつけられているが，終戦後の千入れ

はー却を除きあまり良好とは言えないが，調査時間の節約には大いに役立っ

た。しかし，山頂を縦走するにはほとんど道がなく，西側の斜面にいたって

は 1 本の林道をも見たいばかりではなく，そこに到著するまで、に，あるいは

力 E アシ吋ツ オ士ユウバワ

上芦別から，また 大夕張から営林署の運材軌道に便乗させていただいて順

調に旅行できたとしても，な:t:;川を遡行して数日を要するのである。ま?と，

この山地の北部には，根室本線島の下駅から林道を利用して 3----4 時間で図幅
7J ナヤマ

北限に到着できるが，その後は道路がないし，南部地域は同級金山駅から営

林署の運村軌道と林道を利用して約 1 日で図幅南端に到着できるが， ここか

ら況の沢までは甚しく破損した運村軌道跡が見られる以外に道路はない。そ

れらの行程はいす=れも天候に iままれた場合で，一度降雨に遭遇すれば，増水

期間中はただ天幕に停滞を余儀なくされるような函の連続部が多い。また滝

が無数にあれその位置が入手し得たかぎりの地形図に示されていない場合

が多く、その巻方を誤る場合には甚しい時間的差を生じ行程に大きな影響

を与えるO 特に今後の調査に沿いて，筆者の技術と体力とから今回残されて

いる山頂部の調査を行う場合には，岩禁りの技術を必要とするし，簸コギ，

這松渡りに相当の体力を必要とすることを忠告する。

D ±也質調査及び研究の歴史

本域の一部が鉱物調査の対象土だったのは，砂合及 'Y石炭に関してである。ぞれらの

中で大塚専一J) が一番寸心、ように見える。石川貞治仏大井上義近:丸山根新次町伊木

常誠九)等皆砂金調査であり，山根新次の場合にすfiめで山部炭同がその調査目的の一端と
1t!'J)

なって、、る口それは後に村[l1析のに調査され，最近で'よ稲井信雄元:精しく調べている。

本国幅北部に|砕する地域内の島の下附近において，神保小虎りの注意正ひいた石灰岩

註! )稲井信雄: 1949. 山部炭田金山地区炭田速報炭速 29.
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は， ;その後矢部長克めによりオルピトリナ石灰岩であることが明らかにされ，同氏の北

海道自主系層序の研究に当り，この石灰岩主合む部分は下部菊石層下部の代表的地層と

して挙げられたの。しかしその地層の下限にづV 、ては十分確められては ν 、なかったので，

後年，学生の特別研究問題として取上げられ，たまたま筆者がこれに当ることになり，矢

部長立教授と当時北海道帝国大学に在ってその門下生主主もに北海道中央部の地質構造
訂: 2)

や自主系の研究に当っていた長尾巧教授との指導による結果 10) の大要が発表された。

この研究に際し，本域の北半の大部分が踏査されて， V 、わゆる“日高系 η または“古生層‘'

とされた地域 11) 内において“下部菊石層"下に陸質岩相を有する伴羅紀らし ω、地層が恐

らく整合に存在 L，古生層らしい凝灰岩層主は断層で接すること， Desmocerasjaponica
イクシュン吋ソ

YABE を産し幾春別の“三角介砂岩層"に対比されると考えられる頁岩層が“下部菊石

眉η 主不整合に覆うことが知られたロまたオノレピトリナ石灰岩がもっと南方に続 v 、てい

るこ主もわかった。そのことは長尾巧 12) によワて一括して報告されている。

誌の

Desrnocerasjaponica 帯が東方で泥岩相に変ることは既に斎藤林次の認めていたとこ

ろであるが，後に松本達郎 1:;) の精査により再確認され，その泥岩相部の下底に筆者 iこよ

り発見された不整合が認めらた白また， この精査に当り本域南部の主夕張川縦谷部支で

が調査され， 1半羅紀一下部白望号己“鬼刺層"が細分された。

先に記したように，北海道中央部の地質構造を調べていた長尾巧 leI) は，既存の資料を
註 'I)

一応整理して次期の調査に備えた。 1937 年三本杉己代治は鈴木醇，長尾巧等の指導のも
トチシ、ごソ

とに夕張山脈と日高山脈の問の地質を研究した。選 lまれた地域は，十梨別川から金山を

経て，そこから上流の空知川沿 ν、の地域から，南はトマム JI [I亡至る一帯である。その研

究地域のごく一部が本図幅内に入るとはいえ，直接に関係の深い論文であり， :J tl こ、政瀬

正三郎 lj) によって知られたオルピトリナ石灰岩の南北延長上になお小石灰岩体がある

ことがわかった L ， V 、わゆる“日高系"が岩相的に分類されている。
サンバ it ワ

本域にとって主に重要なこと(む 1939 年三波川系の地質時代に関する藤本治義 IG) の
カムイ ョタノ

見解に対する鈴木醇 17) の抗議に端を発したいわゆる“神居古揮系"の地質時代に対する
註[j) 註の

関心であった。これに関連した研究論文中に本域に関するものに下平坦，阿部三郎の研

究がある D この野外調査の指導に当った大立目謙一郎 1D) Iむそれら学生の同期生達が研

究したこの南方の体羅紀化石を産する結晶片岩地域その他を詞ぺ，輝禄凝灰岩層はfI t質

岩相主経て“下部菊石層" Iこ i斬移するもので・あるとの結論を得た。そしで，下金山一金

シよテ 1 ツテ

山一占冠の白望系分布地域の東に連なる輝緑凝灰岩層もまた“下部菊石層"下に整合す

註 2) 橋本亘: 1935. 石狩国空知国富良野盆地西部山地の地質東北大卒論。

3) 斎藤林次: 1933. 夕張及び大夕張附近の地質 北大修卒論.， II号。

4) 三本杉巳代治: 1937. 石狩金山地方の地質 北大修卒論 η4 ラ号。

5) 精しい事 i土橋本 E刊を見られたい口

め 下平用，阿部三郎: 1940. 石狩国山部南西部地方の地質北大修卒論.， 64 号。

- 4 ー



る{宋羅妃胃た己んとし，先に三本杉巳代治:20) が発表した上記の輝椋凝灰岩層刀地質地代

に異議主申し立てた口 しかるに蘇虫類化石の研究から杉山敏郎:21) は三本杉巳代治の説

を支持し，一応これらの時代論は鈴木醇2:2)により受入れられて、、るようである D
言t っa)

一方，根本忠克:23)，佐々保雄，稿本l.'f， 佐々保雄，根本忠寛，橋本亘24) 等 l土北海道地

質図の編纂 iこ当わむしろ大立目謙一郎の説を支持しているし，深田淳夫23) は三本杉巳

代治の採集 L 彼の説の根拠主なった腕足顎の再鑑定をしその産出層の中生代説を述べて

いる D 玄た同氏は最近の石灰石調査2G) にお v 、ても大立目謙一郎の観察を支持して v 、る。

この調査[叉域(土木域の東南隅に近い部分を包括して ν 、る。支た長尾捨ー，小山内 JfR，酒

匂純俊2.)等による金山から東の空会1\ 川三:中心とする地域の石灰石調査もまた，ほぽ大立

自謙一郎わ説，ヒ支持するかに見えるが，“下部菊石層'の砂岩のあるものにつν 、て新たに

その一部が夕張岳方面の“鬼刺居"のものに似でいるこ主主記している c これが会た本

域東南隅の層序や構造の究明に直接関係し〈る資料て・あるロ

1939 年度の北海道大学中期生の研究題目にひきつづき，かつ超塩基性岩類の問題どを
;Jでロカテ f

併せ， 1940 年度 J) 中期生の研究地域(二北方は雨龍川流域の幌加内から南 i二夕張岳を中心

とする地域の，神居古津系及び超塩基性岩の分布地域に選ば.れ，それらのうちに本域に
誌の

関するもの土してに橋本誠二の研究がある D そのうちに記すところで注意すべきこ土は

白主系主“鬼刺層"の関係を submarine unconformity と考えているこ王と，結晶片岩の

原宕として“菊石層群"も入り得るとしていることであるロ

1943 年佐々保雄，能ー正雄，昭和 17 年度 2 年目学生は連名28) で北海道の保羅紀層の総

括的新称として空知統なる名称を提案 L た口橋本正:28) はこれを継承 Lて空知層群土呼

んて‘いる D

超塩基性岩の研究を進めていた鈴木酢は馬内川上流において橋本豆2のが石英斑岩と

称した nrR岩がくそのあるものは本域内にも露出〉トロシニエム岩に属し蛇紋岩に関係す

る岩石で‘あるこ主を述べた。ぞ L.てまた，その頃発見された山部石綿産地は，その門下
誌の

生と王もに研究の対象地とされた SOn)。雪た， 1951 年に(土木図幅南限から数百米の地点

の輝結岩が枕状熔岩であることを明己かにし:lOb)，それが本説明書中の枕状熔岩露出地

発見の手掛りとなっている白

近年白主系産油問題が出てくるに及tんその研究のーっとして北海道白空ニ系刀資料三

註 7a){主々 j呆堆，橋本百: PEAC 北海道地質図 1/20 万

7b) この附近の地質に関してはい、ずれ金山図幅の調査にお」、て明らかにされるであ

ろろが，今日筆者等の得て」、る資干 :1 からでも!日来 J) 考え方には i汀Eを要する点

が多 'v' 。

8) 橋本誠二: 194 1.夕張岳東北山地の地質にづいて 北大修卒論.， 71 号。

9) 肥田 昇: 1944. 空知郡山部地方の岩石並びに鉱床北大修卒論吋 150 号。

井上タミ: 194 ラ.石綿に関するこ，三の研究 同 159 号D
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整理していた筆者iむ岩相対比を行ワていき，化石の示す時代を導入していく主，自主
註 10)

系地史に関 L新 Lv、解釈に違せられることに気付いた。た玄た主新生代の生物層序学成

立の限界について研究して v、た竹田秀蔵が，松本達郎31) の示した結果を参照していた時

自主系の時代の区分に別の System の成立の可能性を認めていたこ主を知わ当時.の仕

事の遂行上両名の考えをとりまとめて一文を発表した功。

松本達郎:J:J)は新たにすF7められた“地層の分け方，名付け方η の問題と上掲の;1、文の批

判を兼ねた論文を発表した。それには， 1皮の時代区分の根拠の正しさを主張する一方，

新 L'" 、地層区分については，幾春別の“下部菊石層"の取扱い方(土筆者等の見解に賛意

を表 L ， この点を訂E した同氏の“下部"“中部

れ下部，中部，上部蝦夷層;(f~なる名称を提案した。矢部長克34) はおおむねこの提案に従

っているがJ官i淵層tf' を上部蝦夷層群に包括させしめている。一方筆者lh 佐々保雄，

根本忠寛等との北海道地質図編纂に当り，竹田秀蔵との共著において主張した地層区分

に対 L新しい名称を使用 Lたが;:;j)，この方 lZ 出版が遅れ， 19ラ2 年になって配布されるに

到った。そこで，日本地質学会地層名命名規約 (1952. 2. 18)30) を厳密に適用すれば，

層群名に上，中，下を冠することにあるいは問題があるかも知れないが，松本達郎の名

称の提案に従うべさものと思われるので，本書にお'"、てはその名称を使用する。函淵層
トミウチ へトナイ

の取扱 v 、方にヲ ν て iむ該層(二本城に蕗出しないのて‘あるが，宮内〈旧名辺宮内〉地方

の精査を見るさではやはり松本達郎の解釈に従うことにする。

古生物研究にづいてゐ橋本豆 01) に若干の図が示されて'"、る位 1::(:;: ，本域の空知層群

及び蝦夷層群産のものは既に記してきた各種の文献に化石表として示されているだけで

あるが，上床!主 i夫の採集 L た Sahinia に関しては大石三郎，藤岡一男の再度にわたる研

究口のがあり，始め長尾巧 ::9) Iこより古第三系のものか主疑われたこの化石が， }I I端層の

植物群に属することを明らかにした 40) 。
註 11)

胞団昇により発見された 2 カ所の菊石新産地 ih 化石の産出に乏しいこの地方の層序

研究に非常な貢献となったし，その論文に附しである写真も役立つた。これが手掛りと
註 J::!)

たって，松本達郎とともに記載した地中海型菊石新種をす f? めて北海道から発見すること

ができた。

地形に関しては，多国文男，津屋弘達 4J)がト勝岳噴火の調査に当り，当域の準平原面

の存在とそれを切る断層と r- 勝岳火山棄の関係が述べられている。また，下村彦一，花

註 10) 橋本五: 1 り49. TheCretaceousDepositsofHokkaido in the Light of

thePetroleumGeology.(MS.)

11) 肥田昇: 1944. 前出

12) 松本達郎，橋本豆: 19 ラ2. A FindofPseudaspidocerasfrom Hokkaido,

Japan.(MS.)

1953. Feb. 於仙台日本古生物学会例会講演。
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井重次， ~'!史辺 'jt::， rt(rj 山茂雄，十日山正英 1'.') :土地形区の設定に当り，本域西部， rj1央部，東

部北中部，東南部主，それぞれ兵なった地形区に属するものと認めた。橋本I(-J:ln) も僅

かに地形学的考察に記している。最近中野尊正~~h) は第四系の地形編年をこの地域から

市方にかけた地方で試みた。

E 謝 古手

木説明書執筆に当れあるいは野外調査に，あるいは室内作業に御教示並

び、に御援助を賜わうた東北大学名誉教授矢部長克博士，北海道大学教授早坂

一郎，鈴木醇両博士，九州大学教授松本達郎博士に謝意を献げるO 地王甲二調査

所の中野尊正氏並びに山部石綿株式会社の金矢信之氏には地形並びに地下水

に関してそれぞれ御教示並びに資料を賜わったことを感謝するO 併せて道立

北海道地下資源調査所の各位，わけでも佐野所長以下斎藤仁，長尾拾ー，斎

蕊呂之の各技師の御援助は調査の遂行に際し著しく便を得たし，同所並び、に

北海道開発局開発計画課の事務担当官各位に告かれでもまた同様であったこ

とを記し感謝の意を去する。

野外作業遊行に!祭し便宜を計られた上芦別，夕張，富良野，金山の各営林

署，金山林務署，並び、に東京大学山部演習林の各位，また山部石綿株式会社

及び幸建設株式会社の当局者各位に感謝する。一方，室内作業に当り，卒業論

文の閲覧を許された北海道大学地質学鉱物学教室当局者にも謝意を表するO

な台後者に jないては，その保管するところの航空写真の使用を許されたこと

は，野外作業に当り甚しく助けとなったことを特に記し感謝したい。

地形図の訂正は同教室熊野純男氏の手にたるもので，如上の航空写真並び

に各営林署の地形図が基礎となっているO

最後に， 5 万分の 1 地形図と木地質図を比較されればすぐ沿わかりのよう

に，あまりにも甚しい地形図の誤りのために，机上の予定に甚しい違算を生

じ，踏査も不十分とたったことは誠に遺憾に存やるが，かかる地形急峻かつ交

通不便の地域をここまで踏査でき得たことはー更に北海道大学山岳部に属す

る学生諸11の献身的協力にあった。ともに危険を官してくれた各位の名を挙

げて上記熊野氏とともにここに感謝する次第であるO 即ち松本英人，中島秀
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雄，岡本丈夫，中村邦夫， 7k沢広光の諸氏であるO ま?と，後に本図幅の細部

再検討に参加された人々は新妻徹，藤原実，小林年，富田浩二，和国一雄，

河内洋佑，長谷川潔，山崎正治の諸氏であるO

II 地形

図幅のほぼ中央部を南北に走り，地域を東西の二地区に分断するよろに，

北方に開いた模形の富良野盆地があるO その南端はほ (~f図幅の南四半分のあ

たりまで達していて，その内部の北西隅に近く，宮良野市街地西方の海鼠山

のつづきが佃長い低い岡を造り，南下し 11 棋に至って，そこに鯨岡を作れ

その西方の山地との間に通称奥御料の低地を抱えているO 盆地の西部には

合扇状地が良く発達しているO このような形態の富良野盆地は下村彦一他44)

が地形区の設定に当り，中央盆地区として取扱われた区域の南端部を構成す

るものである。

盆地の西の地域は南北に縦走する夕張山脈の占むるところで， (第 E 図版第

1 図及び、第 2 図参照〉図幅内の中央には本山脈の最高峰芦日Ij岳(1，722.9 m)
ナンキ ハチモワ

〔第 V 図版第 1 図〕がそび、え，南は南喜山を経て鉢盛岳(1， 450 m) に至る壮年山

地から夕張岳(1， 667.8 m) 北方の準平原面に連たわ北には 1 ，100 ""， 1,200m

の極楽平準平原面を隔てて下富良野岳(1，331. 1 m) の白い崖を持つ山体が見

られ〔第四図版第 1 図参照)，たむ北は北の|嘩を経て図幅外の空知川の峡谷

に下って行く。ここは上掲の諸氏により夕張山地区芦別傾斜地塊と呼ばれて

ν、る。

盆地の東は直線的た崖を以てこれに臨む一連のほぼ平坦怠台地で，南から

北に向って下って拾わその上に谷幅の狭い河川が流れ，典形的若年地形の

部分があるO た訟精しく見れば、，との台地の東寄りに南北よりはやや東北寄

りに偏した方向に並んだ凹地があることがわかるo すなわち南方から東山

ロウセツア クイラザワ

一老節布一平沢と並び，図幅外の麓郷を経てた拾布ネし別方面に向い遂に十勝

岳のi費出物の下に隠れてしまう。台地の南の延長は‘山部の南方で空知川の
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横谷部を過ぎたところで，今度は縦谷と危うている下金山低地で東西に二分

され，西のものは耶摩江山 (718.2 m) を中心とする南北に延び、る山地とたっ

て南方卜梨日Ij川の横谷に達するが，束のものは，東山一酉達市低地の南に平

均 700m の東西性山脈を作。て，金山から上流の室長日川横谷部との境をなし

ているO いま記し?と部分は，下村彦一他を参照すれば，彼等の東部北海道火

山地域の十勝岳)(I-!j群区から日高山地の従)I原形山地区にかけての部分である

ことがわかる。

7Jく系の最大のものは室長日川で，図幅東南隅に近い下金山低地のf~fから流入

して， r司低地の it端で老節布や西達市!廷の水を集めて，東から来る西j主布川

を合わせ，流路を直角に西に転じ，白空系を主とする山地に横谷を穿ち，富

良野盆地に流入し，再び、直角に転流して殆ど麓郷台地の崖の下に沿って北上
スノベ 7 レベツ

し，台地から来る布部，布礼到jの 2 河川を合流して次第に山麓を離れ，盆地

西部の丘i変地の方に前jいながら富良野町市街地西方に流れ去る。

芦別尽から北の夕張山脈東側の水はすべて富良野麓地内に沿いてさき知川に

合流する。ただ，芦別HIrに涼を発し縦谷を作り南流する森田の沢(ポントナ
トナ tノベヴ

シベツ )11) は，図幅の南!浪を出たところで十梨別川に入る。それは横谷を作

り，東 lて向い，金山市街地北端で空会日川に入るO

鉢盛岳の西斜面に涼を発する }I I は合涜して主夕張J !I C シューパロ) II) とな

り，図幅西南隅に縦谷を作り，その両南隅に j互いところから横谷を作って幾

春別岳図幅の南部を流れ，大夕張炭山方面iに向弓。

一方，この部分から北に当る夕張山 JlJKの司傾斜面の水は，南から芦別j 岳に
オヂヤタ・ろー ソイりアシペツ

発する芦別川本流，御茶岳附近を中心とする水源地に発する慈芦別川とその

千キ〈ア at1~)
支流，中天 fwJ (1,317 m) の西北に発する咲別If l (サキペンペツ )1 1)等はすべ

て芦別川に合ーして下芦別 j 市街地約近で室長日川に注ぐ。

註 13) 本 i司幅内に I:~ ，その東支流ヰ)I田沢，笠森 'i!(， 官i尺等が見られ，本流はおそらく幾

春別岳図幅内に入るものと見倣される c この附近の 5 万分の l 地形図\J-特に

不良で，精宥に再調査しなければ， r咲別川上流部が v 、ずれの図幅に入るか不明

であるが，営林署の地図をもとにして考慮すれば 3 こうなるものと思われる。
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ゴヶうク担イラ ウーマナイ シリヰシ.. ~I・l'

また極楽平に発する馬内川〔尻岸馬内川〕は北流して下富良野図幅に入

り，島の下に拾いて空知川に注ぐ。〔第 VII 図版第 2 図参照〕

木域に関して地形学的考察をたしたものには，前掲の下村彦一他43) の論文

の他に，これに先だって多国交男 ， i~IL屋弘達叫が見られるほか，筆者もの〉腰

尾に附しいささか卑見を述べたい大立日謙一郎~S) の批判があるO 最近中野

尊正の研究』のがある。

多田-うえ:男，津屋弘達は富良野盆地の成因は中富良野より山却を経て山部川

に沿うー断層と芦別岳東側の 2 条の噌段断層による地溝であると解し，東部

の台地は，従来海蝕固なりと説かれてきたが，表面の形態，海蝕崖の欠!治，

周囲の夕張山脈及び蝦夷山脈上に残る準平原固との関係，美瑛及び大雪山麓

に沿いて得た資料に基づいて流紋岩の流走固または準平原因と考えた。

下村彦一他は，夕張山脈を準平原を頂く傾斜地塊で東方に急斜する断崖を

以て富良野盆地に下り，夕張岳，芦別岳等は残丘であると理解しているし，

十勝岳火山静もまた流紋岩質の侵蝕平夷面上に噴出したものと認めているO

また中央盆地区は断層，携曲にもとづく構造的成因のものと見倣しているO

筆者川は下富良野図幅I守に沿いて，夕張山脈西側に属する地域に見る巨181i
才チ，ンペ

を有することのあるE柴田(落辺傑屑〕を頂く 420--440 ill の高さにある平坦

面を麓郷平坦面に結びつけたことがある。

さて，木域内に沿いて最高位に発見される平坦面は芦日Ij岳を取巻いて，夕

張山脈上に発見される 1，000--1 ，300 ill の高さのもので，明らかに西から東に

傾いている〔第 E 図版第 1 及び第 2 図，第四図版第 1 及び第 2 図参照〕。と

れが多くの人々により準平原画遺物と認められているものであるO 山脈の東

西共に三段ほどの山麓階状の平坦面が復旧可能のようであれ注意すべきは

これらの上に時に巨礁を主とする陳腐を頂いているところがあり，特に芦日Ij

川本流上流，主夕張川上流で顕著で、あり， との堆積物下からの多量の湧水に

始る沢が多い。

芦別岳の頂上から日高山脈の方を眺めると，金山一占冠の線に向って準平

原面は次第に下って行くが，その下位にまた日Ijの解析された平坦面がある。
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地形図を参照すると， 900III 前後の高度と思われるものと 700 III 前後のもの

がある O この部分を越えると，その束には 900m ぐらいから始り次第に東に

高くなり 1，000 III ぐらいに達する面がまた見られ，その上に準平原面遺物と

されるものが見られる O そして圏谷のある山地は，その上にーきわ高く段違

いにたっている。

これらの解析された平坦面を見ていると，あたかも地波の谷の両側の山麓

面を見ているようだ、。それらの面から一段下って麓郷面があるととと，その

解析度が上位のものと格段の差があることも良く見られる。

以上の観察から，ともかくも夕張山脈上の最高平坦面を日高山脈のものに

対比することができると思われる。日高山脈にむける圏谷底の高さは佐々保

雄(1)によれば 1，4 50--1 ，600 ll1であるといわれるから，現在夕張山脈には明ら

か友圏谷地形は見られないが，その頃にはここでも残丘部には甚しい侵蝕が

行われたものと思われる。そこで，前述の巨礁はこの時期のものと考えられ

る。

佐々保雄は日高氷期を，未詳であるが日高山脈の東麓には巨大な更新世扇

状地があることを指摘した。

鹿問時夫 3:2)は日高氷期を釧路統及び帯広屑の堆積後として Riss 氷期に擬

した。一方，中野尊正 3:» はこれを \Viir ll1氷期に擬し，湊正雄， j1)もまた通俗

的解説に沿いて \Viirm 氷期と説いている。一方，当地域でもかたり大き危機

が若い扇状地堆積物中にも見られるが，巨燥を合む高い陳腐としては当図幅

北隣の宮良野図幅内には既に述べたように夕張山脈の西間 IJ に当るところに

420--440m の高さに発見され，筆者九九)が曾て落部隊屑と名づけ麓郷面と関

係、づ、けたものがある O この対比が正しければ，また，この日際と準平原面遺

物上の区間せを直持関係づけるならば，麓郷面形成直後，場合によっては形成

註 14) 芦別岳のお花 ·kln から:森田の沢上流の谷の始りにかけての地形:.~ /1、さな閤谷え思

わせるが，池にたって ν る左ころの前面 i土礎丘は無( ，さりとて羊群岩主もい

」、きれないかも L わず，確実たもの主 l 工言ぃ難い〔第 E 凶版第 2 図参照，凶の

下限中央左寄り I::: 少 L 見える残雪部が池になる〕。



中に巨礁が生産されたことになるの

この麓郷面は多国文男，津屋弘達コG) により一応疑われたように，流紋岩の

流走固ではたいかという問題については，下金山から西達布附近の観察だけ

たらば流紋岩の噴出を非常に若く考えても差支えないようにも見えるが，山

部東南方を見れば、，そこで、は麓郷固につづく 500--560 m の平夷面を白望系と

ともに頂いていることからわかるように侵蝕平夷面である。その生じた時期

については，本図幅内では解決:できたい。ただ解析度から考えれば，かなり

若いものであると言えるO しいて言えば，その解析度は青木廉二郎，田山利

三郎~.7) の A または T の面程度と思われる。これは先に記し?と巨際の問題と

併せると，氷期の決定に関連するものであるから，北海道内で化石の産出を見

た洪積統と面の関係を確めてそれに対比して慎重に吟味を要するであろう。

筆者38) の麓郷断層と名付けたものは，震郷面上に河川系を生じてから後の

ものであることは，すでに多国文男，津屋弘達~9) により認められていたこと

であるが，本図幅内にむいても東北隅の星野農場一八幡丘聞の谷中分71'えから

察すると，この川とそれにほぼ、平行している布ネL )j lJ 川や布部川等は，もとは

芦)Jlj 岳方固に;慌を発し十勝岳方自に流れていた疑いがある。東隣する西達布

図隔の西北隅にある布礼別，西達布7付近の段丘の様子と，先に記した平沢一

老節布一東山の一連の低地帯，下金山附近の段丘の様子から，とこにむしろ

本流があって，そ ~lが十勝岳a方面に向って流れていたと見られる。そして逆

流完成の前には，十勝岳火山葉による堰止めの;時期があったことは，震郷附

近の段丘の解析の様子から察するに難くない。山部市街地南方にむける下金

山横谷も同様に，この断層運動の後になって通やるに至ったことは，簡単な

地形復原を行ってみるとすぐわかる。

富良野盆地を構成したものは，一応盆地の東西に断層があるものと思われ

るが，東側には今記したように麓郷面とその上に生じた河川系を切る新鮮な

断崖が続き，地形的には山部川の扇状地の奥まで追跡できるO 西側のものは，

多国文男，津屋弘達GO) は“2 条の階段断層"を認め，下村彦一他GO は“東に

急斜する断!語"の存在を述べ，橋本頁Y2) は奥御料を通りユーフレ沢口の東に
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かけて旭 11[-富良野棋という構造線を想定し，海鼠山一鯨岡の東には.この

丘陵を成す流紋岩の節理から中富良野断層を想定しているO

夕張山脈の宮良野盆地lて面する斜面には多くのケルンバット状地形が認め

られる。とのうちのあるものは明らかに古い断層に起因し，あるものは硬い

地層に起因することは筆者仰の曾て記したところであるO たまたま 25 線沢

のような地屑の整然と重なるところを見て大立日謙一郎(4) は小丘峰の総て

は地層の硬軟の差にもとづくと見倣した。そのように落着いた 25 線沢附近

の地質構造にも知られると台り，富良野盆地の構成に参加した地形面を切る

断層は少くとも芦別岳東傾斜部の地質構造中には発見され友い。 しかし， 25

棟沢の入口の 491m 標高点を載せる台地の東や，その南方に当る山部川とそ

の支流!峰泊沢との間にある 481 m 標高点のある山|凌の東側等は，この高さの

ill} を切る断層の存在を思わせるに十分で、あるO しかるに，この断層も，護担1\断
t ネドマ 'J

層も共に山部川とその支涜II辛泊沢の合流点附近まで地形的に追跡できるが，

その南では山部川及びその支流 87 林班沢の低地は存在するが，との低地の東

西を限る断層様の住質から判断すれば，直接とのこつに連たるものではなし

それより古い基盤構造を成すもので，山部川支流寿沢下流部の非常にモメた

地域に向って消えていく性質のものとしか考えられない。すたわち宮良野盆

地の南端の形はこれが断・屑にあI~ まれた喫状凹地で，その陥没度が北ほど大き

い形を示すものと思われる。

盆地内とその周辺部に治げる成生物として佐合環状地があり，地形的に少

くも 3 期に分けられる。全た下金山!;付近にも盆地形成前後に立ると思われる

際層がある。そこの南は中野尊正問〕が金山ペディメントと称した郁分であ

る。同氏はこの中に1'1 "，，1'3 の 3 段丘を認め，1'1 は泥炭または腐葉屑，流木，

凝灰質粘土， bi己主岩，角括経を合み，1'::?は赤禍色酸化部を有し，花向岩匹敵〈人

頭 2 イ正大〕を合む， T3 は 71:.尚岩酸化せ歩、最大 20cm 以下，普通 5""10 em で

あり， T]2えび、 T2 はれ北海道ロームリ前で 1' 3 はその後であるという。 また

T] は形成当時の地形状態、に関係、するもので， T2 は日高氷期 OViirm 7]( 期〕

に関聯するもので富良野盆地では扇状地土佐積物下にあるが，夕張山脈の空知
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川先行性部には T3 とともに追跡されると記すO

この T2 としたものは，先に記した筆者の落辺機層的よりは明らかに若い

ものであり， もしこれが \Vfirm 氷期に結び、つけて誤らたい友らば，後者は

Riss 氷期の産物にたってきそうな解析度の際屑であるO

一方，十勝火山美は現在 2，000 m 級に近い火山から成るが， その出生は富

良野盆地の形成に結び、つけて考えられているの〉。しかして， この火山美とそ

れに連なる大雪火山棄の中には，いまだ氷蝕地形は知れや，火山形態も若く

考えられているO したがって一見富良野盆地の形成は洪積世末のごとく考え

られるが，よく考えてみると，火山美の高度の成長する時に当りたまたま気

候は暖くたり雪線が上昇するととを考えれば、，むしろ盆地内に \Viirm 氷期に

関係しそうな礁層の追跡のほうが大切で、ある。

ただ富良野盆地の成立が古期と中期の両扇状地堆積物の間に来ることは言

えるだろう。中期のものには時に巨礁が見られるようである。中野尊正則の

記す“T2" は富良野盆地内の扇状地堆積物の下にあると記すが，その扇状地

堆積物が新期のもののみに当るか吟味したければ、ならない。

III 地質

A 層序

a 概読

本図幅i吋に発達する堆積岩層を分類すれば，最下部を占めると見倣される

ものは未分再生先白空系紅る主として珪質岩から成り，小さな石灰岩を介在す

る地層である。これが芦別岳方面iに主として発達する空会日層群下部と一部重

複しているかも知れたい。空会日屑w下の下部は主として輝禄凝灰岩や輝緑岩;溶

岩等から成り，時にその内に片理を示すものを見るO 上部は建費岩から成

り，全層 4，000 m 以上に達すると見積られて長り， いまだその下底が確めら

れてい友い。時代はむ者むね(朱羅紀~下部白望紀と推定されているO この上

に整合に重なるものは下部蝦夷層群に局する地層で，下部は砂岩を主とし上
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部はその内にオノレピトリナ石灰岩を介在する簿互層であるO

中部蝦夷層群と呼ばれるものは基底砂際岩層に始り，厚い泥岩相を主とす

る地層が重なり，再び厚い砂岩層となるもので，全層 2，000 m を超ゆる厚層

で，下部蝦夷層群のどの層準をも，また空知層群上部の各層準をも切って，

その上に不整合に横たわることが明らかとなった。この不整合の束への変化

の模様が芦別岳街上片を認めざるを得たい手掛りとなった。
己主 13日〉

上部蝦夷層群に属する地層は厚い黒色泥岩層で，僅かに下金山北方から東

に分布するだけであるO しかもその極下部の一部である。

下部蝦夷層群の地質時代はそのうちに介在するオルピトリナ石灰岩に産す

る各種の化石が大体 Apban 期と見倣されているから， Barremian 期とそれに

引続く jf]い時代を包括するものと考えられているO その化石中には烏ノ巣石

灰岩に産すると同一種と思われるものが全体的に形を小さくしただけで産す

るのは i主目さ i工る。

中部蝦夷層群はその中に産する菊石及び二枚介等から大体 Albian 期から

Cenomanian 期及び Turonian 期の初めに立るものと見倣される。上部蝦夷層

群的岩相を示す部分は，上部ギリヤーク i止の大部分即ち大体 Turonian 期の大

部分の時代の堆積物であることが，産出する菊石及び、イノセラムスにより知

ら ~L る O

上部蝦夷層群の大部分が木域内に見られないのは，その堆積を見なかうた

のではない後の侵蝕により失われたものであることは地史の考察の項に記

すとむりである。これに反して木域内に古第三系の発達を見ないことは，石

狩炭田にむける最近の研究10) に徴しても，その堆積が行われなかった可能性

が多いようである。

本域に初めて出現する第三系は，新第三系滝ノ上層に対比される合炭，合

介化石属であり，金山扶炭層と呼ばれる地層で，下部は砂岩頁岩の互層で基

底際岩を有し，上部は黒色Jt岩の厚屑であるO

滝川層に対比されるのではたいかと考えら jれる粘土，流紋岩質凝灰岩から

註!ラa) CI-DJ に定義 L た意味のもの。
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成る地層が図幅東南部南限に近い黄金の沢に発見されるが，露出狭心十分

明らかではないが，その基底の高さと岩質を，流紋岩の基底の形，分布に結

びつけ，更にその涜紋岩を十勝方面'，1) と比較てして，かくは見倣すしだいであ

る。

洪積世氷期に関連が来そうな巨燥が，夕張山脈上の準平原面遺物の上に発

見される。

盆地西部に見られる古期環状地堆積物とこれに対比されるものは，ゐそら

く洪積世末期のものであろう。とれより若い扇状地堆積物は，いやれも富良

野盆地形成後のもので，特に鯨同機層の分布が盆地内に限られるものである

らしいととは既に筆者却の指摘したととろであるO 最近中野尊正問の研究

するととろでは，金山ペデイメント内での“巳"段丘堆積物は日高氷期に関

連性を有し，山部扇状地堆積物の下に入るもので，夕張山脈にむける空知川

先行陸部にも見られるという。これは本説明書の下金山段丘磯屑 CQt3 ) に

相当する rJl;。山部扇状地堆積物と共に明らかに沖積世のものと見倣され

るのは，空知川の回春に見られる低い段丘の上の砂際層や氾濫原や河床を形

成する砂際層と本域全体を覆う火山灰であろう。

b 各説

(1)先白霊系

i) 紳居古遭塑成岩類について

夕張山脈の東側に沿いて，本図幅の南端に当る森田の沢支流の滝の沢に沿

いて多くの禄色片岩，石英片岩の良く水科された大小の礁を発見するが，そ

の供給源は発見できたかった。あるいはその一部は先に記した日礁層からき

ているものであろうと思われる節もあるが，南に向っている枝沢にあるもの

は橋本義 2に徴するに図幅南限から遠くないところに本体が見られるかもし

れない。

同氏によれば，黒色結品片岩並びに緑色結晶庁岩が森田の沢の支涜桔梗沢

註 15b) 中野尊正氏よりの私信による。

16) 橋本誠二: 194 1.前出。
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(丁度本図幅の南限に近い処にその合流点がある〕の上流部から夕張岳東麓

に向って分布しているという。大夕張図幅内にjないては舎て松本達良IFのが示

したように，いわゆる“神居古湾変成岩類"が図幅の東縁に沿うように分布

していることが知られているO しかるに，今次調査に jないて主夕張 1[1から森

田の沢の滝の沢に越えるに当って何一つ変成岩類の露出を見なかった。後者ト

の延長が本図幅内に続かないことは一応夕張岳衛上断層の形態によるものと

して解されるが，前者に関してはいろいろ重要な問題があるので，今後の金

山図幅調査に当つては十分注意する必要があるO

すなわち，ここから南方に発達す変成岩類には蛇紋岩の貫入に起因する保
言!'Jり註 J8)

羅紀層の変成したものが知られ7刊本域南方のものも橋本誠二，桑田士郎等

は菊石層群までがこの変成に参加していると見ているし，舟橋三男，橋本誠

こっち〕は“神居rlj湾帯"の変成を保羅から白宝紀にかけての“日高造山運動"

に関連するものと見ているが，筆者が曾て指摘したように川下部蝦夷層群。

最下部層からは角閃片岩の帝国際が知られるし，~知層帯と下部蝦夷層群は一

応整合と見られるにより依羅把層を変成させた運動以前に既にできていた結

晶片岩の存在を認めざるを得紅い。したがって，いわゆる“神居古海変成岩

類、"それ自体の中に二様のものが混在され区別できゃにいるという疑も生や

るが故に，如上の変戒岩類の延長が本域内に出現してこない原因の探究が必

要とされるのであるO

木域内にむいても片珂を有する岩石は局部がjに知ら ~Gているが，いす=れも

後述の空知!晋昨の芦)j [j tt·j哩禄凝実岩層 (S!・2J の中の地層の局部部j変質としか

考えられたい。

主夕張川木流上流に示したものと，心配沢の中流に転石の密集部として見

られるものや四段沌の沢の上流の転石等は，い守、れも片状集塊岩と呼ばれる

ような性質のもので，片却は輝禄凝灰岩部に限られ、そのうちに合まれる黒

緑色の輝緑岩は片珂を有しないものである。との種の岩石は曾て鈴木醇yn に

註 17) 橋本誌二: 1941.前出口

18) 桑田士郎: 19引.夕張岳東市山地の地質 北大fl~卒論・， 71 号。
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佐々保雄，掠正雄，昭和 17 年度 2 年目学生79)

橋本 ESO)

橋本 ES1)

大立目謙一郎巴)

松本達郎 8日)

より夕張岳附近の“神居古津岩類"の一種として記述されたことがある O

山部石綿地帯にもまた片状岩が稀に見られる。布部滝の沢のものは片状輝

禄凝灰岩の外観を呈し， /J 、黒瀬沢旧扶桑鉱山鉱石シュート上流のものも同様

であるが，この方は検鏡すると絹雲母，禄策石，石墨等から成る黒色部と石

英から成る白色部との縞で千枚岩と見られる O

tJ: jな，東山市街地の培東南に当る砂沢にも少々片状を呈する粘板岩が認め

られるが，本当の地山であるか疑いがたいとは言えない。

ii) 来分離先白霊菜 [Per]

本図幅の東南隅に当るところに分布する地層は主として珪質岩から成り，

結品質灰白色石灰岩の小レンズを 1 個介在するもので，稀には少々片状を呈

する粘板岩もあるらしいが，この方面は甚だ露出が悪く，しかも明らかに地

山と認められるものの走向はこの附近の一般の走向と異なり東西に近く，か

つ緩く南に傾斜する O 空会日川と西達布川との間の山陵の頂部は， このような
註 19)

走向の珪質岩から成るもので，これと空会日川内の既在の資料 7めから考えると

この附近から南に一つの舟底状構造を予想させる O

下金山二股沢に拾いて輝緑凝灰岩屑の下に重なると見られる桂質岩は，一

応後述の芦別岳輝禄凝灰岩層 CSr 2) とその下に重なる芦日 IJ 川陸質岩層 (SrI)

と見倣し得るが，それとこの舟底状構造との間の構造を明らかにするに足る

材料が今次の調査では得られなかったので，金山図幅の調査に jないて藤の沢

の調査によって明らかにされるまでは，その舟底状構造を示すと思われる部

分の地層と構造は未明のままにして者くより方法がたいので，このように取

扱ったしだいである O

iii) 空知層群 [Sr]

1943. 空知層群

1936. 奈英川チャート層

芦別岳輝緑凝灰岩層

1940. 輝緑凝灰岩層

1941. 鬼刺層

‘註 19) 子一三本杉巳代治: 1937. 前出。
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1942~43. 鬼刺層 松本達郎川)

模式地主 L て主夕張川上流，芦別川本流上流，山部村 2ラ綜況を選定する司

ヒカシシカゴ工 才岩

本層群下限に関しては大立目謙一郎町〉によれば，金山 東方，束鹿越の大
サワ

沢の石灰岩を有する輝禄凝灰岩とされてt.:dJ ，“日高系"とは整合であるとい

う。本域内に 3ないては図幅東南隅の健造不明のため下i誌の設定ができないで

いる。

上限に関しては下部蝦夷層群とは整合であると多〈の観察者は記すO ただ

し本域内に沿いて大立日謙一郎川が挙げたところの両者の整合漸移の見ら

れるとした地点のうち 25 線沢のみが正しく整合を示すと見られるO

本層群はほとんど輝禄凝灰岩を主とし珪質岩を従とする下部層群と，厚い

砂岩間に始り珪質岩を主とする上部屑群とに分けられ，両者の関係は夕張山

脈の東ではあるいは不整合ではないかと思われる節もあるO

下部層群は主として夕張山脈の中校部を成すほかに，富良野盆地東部に沿

い南北に走る背斜とこれに対応する東部の西傾斜部が見られる。

夕張山脈に 1ないてはほとんど上部層群から成る南北に走る芦別-5川向斜

ち7) の東翼部に筒上する夕張店街上片と，更にその上に重なる芦別岳街上片の

主体を成し，後者には上部層群を始め白望系を伴なう。

上部層群は夕張岳街上断闘の西側にかなり整然と南北に走る帯状に露出す

るが，街上断層に近いところでは次第に錯雑とした構造になるO ここにむけ

る上部層群は相当相く分帯可能で、，かっ厚いが，芦別岳街上片の東翼部に者

いては，その最下部 (Srρ と最上部付raj の岩相を認めるだけで，その聞

にある地層は夕張山脈の西側に見られるような分帯が不可能で、あるばかりで

なく，著しく薄化し，かつ北方に向い尖減の傾向を示し，御茶民沢の露出で

はほとんど識別し難いまでになっているO

本域の室長日層群の分帯は松本達郎刈により本説明書にゐける上部層群に

当る部分が行われ Ot-z の 7 部屑が認めら止した。北方に行くとその部層中Oy

と Ox の奇帯困難を感十るので，本書にむいてはこれを一括しゅr心として

いるo CSr4J が Ot に対応するO
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本層群は中部蝦夷層群堆積前の諮曲と削剥により上部層群上部 CSrs) に

至るまでの地層を失っている場合が見られるO

本層群の諸岩は放散虫化石を多量に含有する。特に Cyrtoidea に属するも

のが見られるほか珪質岩の内に介在する嫡状石灰岩中に産する石灰藻から大

体保羅紀~下部白豆紀のものと考えられているO

(イ) 芦別川珪質岩層 (Srl)

模式地 芦別川上流左股フk源に近い処D

岩質は主として暗色で，緑色または青色を帯びたチャートであるO 上下両

限に関しては未詳であるが，その走向傾斜並びに分布から察するに，つぎに

記す地層の聞に背斜構造をもって出現しているものと思われるの厚さは 180

m 以上と見積られるO

下金山東方に沿いて輝緑凝灰岩層の下にくるものも珪質岩類で、赤色珪岩の

厚いものを有し，この層準にくると見倣されるが，露出不十分で、その他の地

層と一括して未分離先自主系として取扱った。

馬内川の各支流の上流に認める珪質岩類も赤色珪岩等をも有するものであ

るが，馬内川本流の上流部では暗色の珪質岩が蛇紋岩と断層で、捜して見られ

るO どこも露出に之しく，著しく断片的であるO

芦別岳の西北北に当る稜線に見られる緑色の珪質岩類も，者そらく本部層

に相当するものと思われるが，地獄谷の西崖は筆者ごときの容易に登り得な

い絶壁を成すので十分確めていたい。

(ロ) 芦別岳輝禄凝灰岩層 (Sr2)

1936. 芦別岳輝緑凝灰岩層く除 Sri 相当部〉 橋本 亘刈

模式地 芦別岳附近から地獄谷及びユーブレ沢中流。

岩質は主として輝緑凝灰岩，輝緑岩質集塊岩，輝禄岩熔岩で、，最後のもの

は各地に見事た枕状熔岩の露出を示すものを合み，量的に一番多い。枕状熔

岩の産地はすなわち声 f 5.t IJ 岳三角点 (20m ほど南は集塊岩様)，河地束方の雲

峰山から地獄谷に向う峰，熊ケ池の北から地獄谷に入る小沢丈登山路の北で、

登山者の炊事をする沢〕からその下流地獄谷の二段までの谷の中各地，森田
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の沢上流の肌寒沢落合上流で、沢が西北方に向う部分，肌寒沢のなか等で、，大は

俵大から人頭大までで表面に黒い被膜を見るものが多く，中実は台湾の林投

(タコの木の実)の表面に似た支耐を示すから，これに沿って風化した時は良

く注意しないと角際貿の輝禄岩や輝禄凝灰質集塊岩と誤認するO もし断面が

中心を通る場合ならば司王軸状一司王石状ーを呈する。岩石学的研究は鈴木醇

(0) により図幅南限に近い下金山一金山間のものについて行われ発表を見

た。当地庄の各標本も同教授の研究に委ねてあるO

芦別川上流左投では本層中に赤色陸岩が見られ，同様な岩石は森田の沢で

は上位屑の最下部に多い。一方，山部石綿産地の方ではかなり頻繁に介在し

て治り，構造 t~~査の手掛りとなるO

地層の厚さは馬内川上流で 1，000 m 余，芦別j川上流では 700m 余，声日1J-m

附近では 1，100 ""， 1 ，200 m 前後， 山部東方では 1 ，000 m 以上と見積られるが，

どこでも全屑の厚さを測り得るような連続した露出はたし上下い宇、れかが

断層で他屑に接するか，あるいは下底が出ていたい。

同主夕張川珪質岩層 (Srg)

模式地は主夕張川上流が西流する部分で，後述の主夕張砂岩層 CSr益〕の下

に重なるO そこでは夕張岳街上断層により下底を見得たい。

模式地の地層は主として珪質岩で，上部には白色珪岩を有するが，主とし

て帯禄，帯淡青禄の灰色チャートで，中部には禄，赤，灰色のホソ杭の部分

があり，少量の砂岩を介在するO 下部には帯緑色の粗粒硬砂岩を有し，また

粘板岩もあるO 厚さにして 200m しか見られないが，芦別岳北方の御茶岳を

作るもので、は粘板岩や砂岩の量を増して jなれその厚さも少くとも 600m 以

上と見積られる。そこでは (Sr4) との関係は不整合を思わしめるものがある

が判断は下し難い。筆者(1)が富問砂岩の基底ならややとして示したのがこ

れであるo 25 線沢にむいては本層上位から 270m 程下位のところに約 65m

ほどの輝禄凝灰岩層を介在し，その下にまだ 200 In以上に達する碇質岩層が

あると見られるO 下位層との境は芦別岳青山路の半面山の西で熊ケ池への下

り道にくると見られるが，確認していない。この沢に jないても，その左岸に上
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位層である砂岩層の露出が谷底のチャートの傾斜を切るように高いところに

這い上っていくようにうけとれるところがあるが，両者の聞には崖錐があっ

て，その出現が東西性の断層によるものではないかとの疑いを残しているO

この沢の中に嫡状石灰岩で化石らしいものがあるのを 2， 3 個得たが，大立目

謙一郎\12) は同様な転石中に Pyclloporidiuill ?の存在を報じ，その産出屑準を

輝禄凝灰岩層であると認めた。しかし同氏が最下部の輝禄凝灰岩が谷の傾斜

と地層の傾斜の関係、から谷の底にだけ一度顔を出すと観察したところは，す

ぐそこにある右投小沢に入ればその下に珪質岩相が連なり本流の小滝の上の

桂質岩に連なることが認知でき，本流の小滝の上のものは輝禄凝灰岩の下に

連なることがわかるO 本部層に輝禄凝灰岩を有するのはここと森田の沢上流

部だけであるO 芦別j岳の登山路の露出，地獄谷の露出， 21 線沢から察すると，

本部層は北方に向い簿く友り 500 mほどになるもののようであるO な者二lじの

ユーフレ沢(礼振沢〕の中では本岩相の厚さは露出を絞り合わせるとがJ 100

m しかない。上下限は知られすう断層の多い沢であるから，むそらく断層の

ためと解している O

下位層との関係の明らか紅ところは森田の沢とその支流で，本流の上流が

南北から西北-東南に変るところの西に懸る花のある沢とその上流の小沢等

に見られ，ほとんどが赤，緑の美しい珪質岩の厚い互層で，これに帯禄灰色

中粒の硬砂岩らしいものや，緑色の輝禄凝灰岩等を時に交えている O 滝の沢

では後述の 25 線沢砂岩層 CSr4) の緩い筒上の下に出現する灰白の珪質岩が

多分この層準のものと思われ，その西の正断層から西でも非常にもめている

が緩く向斜するように見受けられる部分があって，再び断層を見る。その西

には灰白色の珪岩や赤色の陸岩があり，枕状熔岩らしいものを有する下部層

に移る。が，ここの接続部は露出しない。

そこから山脈を越えて西側の主夕張川支流四段滝の沢のまた支流の金山越

えの沢では 1，4 15.6 ill 峰の束に向う南北流部と金山!挫の最後の滝の前後に約

60mほど露出する板状珪質岩がこの層準と見倣される。西は治そらく断層

で中部蝦夷層群の中部の泥岩層の東傾斜単斜部に接すると見られ，東は硬砂、
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岩あるいは輝禄凝りく岩を経て集塊岩状の輝緑岩に重なると見られる。ここの

北方の四段滝の沢の本流では明らかに泥岩層と断層で接する情灰色珪岩が輝

緑凝灰岩層の西に見られる。

仲 25 線沢砂岩屑 CSt・4J

1940. 25 線沢 F 層 大立目謙一郎川

1941. Ot 層 松本達郎川

1942~43. Ot 屑 松本達郎町

模式地 山部西市方 2ラ線沢中流。

岩相は全域を通じて変らす τ，風化面は灰白色で石英粒に富む砂岩層で、，と

きに著しく凝灰質となる。新鮮な面はやや青色を帯びた民色のものが多い。

また時には際貿となる O 植物片を有する黒色頁岩を介在するととがあり， 14

線沢では山丈 :30cm の悪炭を有す。鏡下では桂質岩の破片や鉱物片の角ばっ

たものから成る O 松本達郎りのによれば酸性火成岩々片もあると記す。放散虫

化石も沢山見られる。

一見下部蝦夷層群下部の富間砂岩層 CLY1) と誤認され易いが連続した露

出がある時は良い鍵冒となれ室長日層群二分の場合上部の下限を木層基底に

会く。上位層とは整合するが下部層との境は今後とも注意して再調査すべき

ものとする。

主夕張川上流に沿いては 250m はあると見られ， JL(:' い板状で、 1 背斜と 1 向

斜が認められ，黒色、;巴岩を上部に有す。ここから束に当る森田の沢支流滝の

沢に治ける好露出は，見られる限りで 400m は十分測定される 3 ときに粗粒

の砂岩層で上部には黒色頁岩の薄層を介在する。上下両方とも断層のため見

られない。西側の N20E/V の正断層のところに河床に近く緩い街上断層で

モメたチャート上に重なっている O そこの東 50m ほどで背斜を作り束傾斜

となる O その緩い背斜と緩い街上はこれが芦別岳街上片を作る背斜の南にブ

ランヂするところを思わせる。この東では正断層で上位が出現するように見

受けられるが，その部分の厚さと中部蝦夷層群との不整合の模様から察する

に，下位にあるべき広義の夕張岳街上片の一部が地塁状に上っているものと

見倣される。ここの束では森田の沢と平行する山稜の頂部から東に見られる

- 23 ー



砂岩は再び芦別岳街上片に属し前述の滝の沢に露，出する本部層の束翼部と理

解されるO この部分の北方延長部が模式地 25 線沢である。大立目謙一郎は

厚さ 280m と記すが，歩測図から算出してみると 350 III は優にある。ューフ

レ沢に 3 回出現する互によく似た砂岩層のうち下流の二つは 21 線沢と合わ

せて考えれば宮間砂岩に属すと見倣され，上流の一つだけが本部層のもので

あろう。御茶岳沢奥で、筆者が富問砂岩層かとも考えながら一応奈英川チャー

ト層の上部のものと見倣した砂岩層がこの層準のもので， しかも，ここでは

後述の Sr5'""'SrS の岩相を欠いて，後述の (Sr9) 層の下に一足整合に被覆さ

れるのが見られる。 14 線沢の粗悪炭々往図は石炭の項に示した。そとに産す

る植物印象は保存悪く鑑定に耐えない。

図幅東限に当る老節布盆地東北の丘陵及び東南の 488 III 標高点の山には多

くの砂岩の転石があり，鏡下では放散虫化石に富み角ばった岩片，鉱物片か

ら成る。 ゐそらくこの層準のものであると見られるが，その場合7ktrjl附近の

(Sr2) 層との聞に (Sr3) を欠く。前述した不整合の疑もあることではある

が，掘出して確認できるまではさしあたり断層であろうと疑ってゐく。

なむ主夕張川支流心配沢上流には灰白色砂岩の転石が見られる。 (SrSJ の

項に記すように，鉢盛岳頂上を中心として附近の露出と転石から去れたかっ

た部分を予想するに，ことに (Sr4) ，""， (SrSJ の地層が図に示したように分布

することが想像に難くない。もしそのよう危分布をとるならば，芦別岳筒上

片の西方移行にあたりその前方にあって押出された形をとる鉢盛岳街上片を

形成しているものと考えねばなるまい。

師寺 主夕張川珪質輝禄凝灰岩層 (Sr5)

1941. Ou 層 松本達郎 98)

1942~3. Ou 層 松本達郎 99)

模式地主夕張川上流縦谷部。

岩相は主として禄色または赤色の輝禄凝灰岩で，心配沢落合 F付近で、は枕状

熔岩を介在する。模式地では厚さ 35m と松本達郎は記すが，そこの北方延長

に当る芦別川上流では二股附近に拾いて僅かに緑色チャートを有する小豆色

の輝緑凝灰岩は 70m に達する厚さを有す。
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本岩相以下に記す各部層中最・上部の (Sr・HJ を除いては，い守、れも夕張山脈

問古r:及び鉢盛民頂上附近に限られるものである。

付芦別川赤色チャート層(81'6J

1941. 0γ 層 松本達郎 lC り

1942-43. Ov 層 松本達郎 101 )

模式地 芦別川上流左股沢二股のすくや上流G

岩相は Jli:い板状を呈する赤色〈または小豆色〕チャートで，下部はほとん

ど小豆色，中部は緑色のもの多く，上部は緑色チャートと互層してお言状をな

すO 厚さは 60 rna

主夕張川では多少の艇砂岩を介在し，その厚さは 200 ill に達すと松本達郎

は記す O

木岩相は懇芦別川右支流の本流〔極楽平の西北に達するJ[I)上流にも出現

する。

(刊 芦別川輝禄凝灰岩，チャート，硬砂岩互層 (Sr ・7J

1941. Ow 層 松本達郎 JC?)

1942-43. Ow 層 松本達郎 1(;:')

模式地 芦別川上流二股附近。

岩相は主として帯緑色情灰色の硬砂岩で時には傑岩様を呈するものや，暗

灰色の砂岩に輝緑凝灰岩等を有し，このろち陀 10" ，30 m fまどの三枚のチャー

トを介在す。その中部のものは禄色で F部φ ものは小豆色である。全体では

260ill と見積られる。

主夕張川ではこのような岩層の却分は 100m と松本達郎は測定している O

本岩層もまた悲芦日 lj 川支流の上流にも分布する。

例奈英川チャート層( 81' sJ

1936. 奈英川チャート層の一部 橋本 tf.10-1)

1941. Ox 屑及び Oy 層 松本達郎 1川

1941-43. Ox 層及び Oy 層 松本達郎 1Cり

模式地 奈英川峡谷の京英盆地寄りの部 D

馬内川上流及び主夕張川を副と L て迫加す。

民内川上流，悲芦別 j川上流，芦別 j 川上流， :-t 夕張川上流等に絶好の;草出を
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たす。木部層は至るところ峡谷をなし，山骨を露わし，飛漢を懸ける。殆ど

チャートから成り，その色は禄，市青晴灰のものが多く，時に灰白色のもの

がある。松本達郎によれば主夕張川では上部に 10m に達する硬砂岩を有し，

チャートはその下部に速なり 230 m，すなわち合計 .300 m であると記すが，

芦別川上流では全屑厚 410m と測られ，主として珪質岩であるが，その中部

からやや上に当り少くも厚さ 10m を越えると思われる暗緑色の硬砂岩を有

しているO もとより主夕張川に比して露出が劣り，との位置の下位に当ると

ころが約 100m ほど露出していぬことを断。てわく。地層は北方ほど厚く在

るように見える。

副横式地で、はその最下部に近く石灰質砂岩及び、問状石灰岩の小レンズを介

在するO 詔芦別j川右支流木流の上流では本部層のほぼ中央に同様のものが発

見されるO 中天狗(通称坊主山 l，617mil辛)の頂上に近い馬内川の小沢の転石密

集部は本部層のこれまた中央部附近であるO その中には蘇虫類や珊瑚の破片

等に伴なって Nipponophyx ramosusYAREetTOYAMA や Pycnoporidium

lobatumYAREetTOYAMA 等を産して，本層群が烏の巣層群に対比される

という手掛りを提供した。全屑いす寸 L も放散虫遺骸を数多含有する。

松本達郎によれば主夕張川に沿いて Oy 層の中に安山岩礁を有する問状石

灰岩の存在を記す O 他方，橋本誠二が鉢盛山から得た礁岩は石灰質限結功岩

質磯岩とも名付けるべきもので粗粒玄武岩，普通輝石功岩，角閃石一普通輝

石坊岩，坊岩，細砂岩の礁を有し，その日 nを府状石灰石，斜長石が填めている O

そしてその牒石は粘板岩層の間に介在するものと観察している O この際岩は

鉢盛沢下流で多量に流れてきているのを観察したが，岩質的には( 8r 7 j の安

山岩質硬砂岩のあるものに近いが，前後の岩相はむしろ木部屑に入ると思わ

れる。そうすると鉢盛山頂部附近にも夕張山脈呂田 11 型の空知屑群があること

になる O 一方，主夕張川本流上流，四段滝の沢，森田の沢支流肌寒沢には砂

岩の転石を見主主いが，主夕張川支流心配沢には (Sr 心と思われる灰白色砂岩

が落ちているから鉢盛山とその北の 1 ，434 IIII峰。聞にある露岩の記号のある

註 20) 橋本誠二: 194 1.前出。
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峰附近の分71'ての西側には(Sr4) が露出している可能性がある。また，ととで

どの程時に分帯可能力、は肌寒沢の上流部が簡単には常れたいので不明で、ある

が，緑色及び小豆色の陸質輝禄凝灰岩またはチャートが落ちているので、(Srρ

"'(Sr心が存在するのか，または (Sr心の下部が上流の急峻なところに露出

していることを示すので，砂岩のことと併せ考えれば、 (Srr;)'" (Sr心の分帯

が見られるものと思う。

さて，このような地層が鉢盛同市近で如上の分布を取るならばその分布の

西側も東側も断層でたければならない。しかも西側の地層の欠除は正断層で

はなく，芦別岳街上片の西方移行に当りそれに押出されてきた夕張岳街上片

東翼部が作る筒上片と見倣す方が妥当のようであるO

夕張山脈を越えた東側では森田の沢支流滝の沢に好露出があり，西側は断

層で(Sr4) に接し下底不明で、あるが， 250m に達する厚さの本岩層が後に記

す (Sr心の岩相の下に重なるO このよ弓に厚い珪質岩層は，この北の 25 線

沢では (Srg) の下に発見されたいので，これがまた芦日Ij岳街上片を発見する

手掛りとなった。

ところが芦別岳東方の 21 線沢では，このようた火成岩際と嫡状石灰石から

成る転石は， 25 線沢砂岩田向日〕の分布域内に入ってもなゐ認められるの

である。

(リ) 25 線沢珪質岩層 (Sru-s)

1940. G 腎及び II 層 大立日謙一郎 lC の

模式地 山部市方 2ラ線沢。

以上述べたように，鍵屑にたる (Sr 心と次に記す (Srg) の特徴ある岩相

の間に挟まれる部分は，芦 \}lj 川上流では 1 ， 140 "， 1,200 m，主夕張川上流で、は

985m もあって， :1 旬、市が可能で、あるのに， 25 線沢にむいては大立目謙一郎

の記すととろでは 195 III で 2 旬、??が可能であるという。今次の調査では，こ

の層準は 145 III と見積られ，大立目謙一郎の調査の時より露出が悪かったの

か分市は一見不可能のようであった。この性質は夕張山脈西側では森田の沢

を除いて総て共通な現象で，しかも西側で、は北上すれば地層は厚くなる傾向
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橋本 B:I0~)

大立目謙一郎10り

松本達郎log)

松本達郎DO)

を示すのに反して，逆に薄化して行き，御茶岳沢では，両鍵層が接して，注

意すると上位の鍵層，すなわち(8r9J の基部に近い処にその痕跡を認め得る

にしかすぎない。

岩質は主として桂質岩で，板状を呈し禄色，青禄色，帯禄灰色，帯青灰色，

暗灰色のもの等が多いが，中にはアメ色を呈するものた E も見られる。大立

問謙一郎によれば下部 125 m は珪質頁岩で酸性堅徴凝灰岩を有し，放散虫遺

骸に富み，上部 70m は砂岩，石灰質頁岩，桂質頁岩の互層であると記す。そ

してそれもまた酸性堅徴凝灰岩を有するという。

上述の石灰質頁岩の層準あたりに相当する部分はユーフレ沢の中では石灰

岩を扶在するO 暗灰色で石灰質の角片を散在させているO 鏡下に化石を認め

なかった。

(ヌ)奈英川珪質頁岩層別r9J

1936. 奈英川チャート層の上部

1940. 25 線沢の I 層

1941. Oz 層

1942~43. Oz 層

模式地は奈英川 l峡谷。

岩相は主として塊状均質の黒色泥岩で一般にやや珪質である o 時には明ら

かに珪貨であり，また板状となることもある。塊状の時には後述の馬内川頁

岩層と誤認し易いが，このほうが珪質であり，多くの場合水路されても黒い。

たという昔灰色筒状となっても，杭の様子と岩石の役密さの具合で、，馴れてく

るとすぐ区別がつくようになる。

本部層は後述の富間砂岩層下に常に整合然として発見され，かつ板状珪質

岩相の上にある良い鍵屑である O 下位の各層同様，放散虫化石を多量に合む

こともまた蝦夷層群のものと区別の手掛りとなる O

北から見てくると，馬内川支流 21 林班の沢では 520 m 以上，本流で、は僅か

に 150m 余で断層 1 木を境にこの急変は下位の( 81' 8J が本流で厚く支流で

薄いのと合わせて考えても，少しく差が甚しいようで注意すべきことと思わ

tしる。
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咲日Ij川右投の耳)I原沢ではもっと薄く 90m となるが，諮声別 fil右股本流では

320m，葱芦日lj川本流では 480m と厚くなり，芦別川上流で、は域外となるが

340--400m と屯込まれるし，主夕張川上流では 350m と測定されている。

それから束に山脈を越えた森田の沢では 150m 余で，上位は直接中部蝦夷

層群 eMy) の覆うところとなる。

その北に当る 25 線沢では大立目謙一郎は 360m と測定した。同氏の見取

図と今次調査の歩測図を比較すると，今次は露出が悪化していたものらしく

先に境の告かれた附近には何も見られなしすづと上流に行って確実に本部

層に入る岩相が出るので，最悪 200m 最厚で 290m とたるようである o そし

て上位にくるものは森田の沢と異なり下部蝦夷層群 CL のである。その北

の 21 線沢では断層の間に厚さ 190m ほどに相当するものが見られ，ユーフレ

沢では厚いほうでも 100 mほどのものがこれまた断層の間に出現する。:t-茶

岳沢の奥の方の露出で、は厚さ 240m に相当する地層が連続的に読出し，全厚

は少くも 300 m に達すると見込まれる。 14 線沢支流実沢と本流では，ともに

断層の聞に 55m と 140 m の厚さが測られるが，両地を結び、合わせて考える

と全厚は 400m を越えるであろう。

(2) 白霊系

白豆系の地屑区守と命名に関しては研究史の項に述べたと会り松本達郎

l1J)の解釈に従οてよ，中，下部蝦夷層群を使用する。本域には上部層群上部

を欠き，中部~下部両層群聞は傾斜不整合であるO

i) 下部蝦夷層群 eLy]

げ) 富問砂岩層 eLYI)

1936. 日向砂岩居 橋本 氏11 こ〉

1940. 日間砂岩層 大立目前 t-- 郎11 日〉

1941. Ia 唐 松本達郎 114)

1942~43. 1:1層 松本達郎j]サ

模式地 本図幅北|砕，島ノ下 i皮舟場対岸司

模式地 i亡者いては塊状で，風化泊 iは灰白色を呈する砂岩で、，カミなり粗粒で，

青，赤の珪'買岩片が肉眼で、見られる。新鮮な時はやや青 I味を帯び、ギラギラ光
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る O 一見 25 線沢砂岩 (Srρ と見誤るほ E良く似ている場合が多いが，前者

には細粒徴密危地に大きな石英粒が斑晶様に見えて凝灰岩的な外観を示すも

のが多いが，殆どの場合この方は砂岩然としている。しかし大立目謙一郎に

よれば，本岩層の方も石基は破璃質で、石英は 8 であるから，流紋岩起因のも

のであると記している。

模式地のものは鏡下では角閃片岩，玄武岩質岩，安山岩質岩の岩片が前述

の珪質岩々片と共に見られ，微斜長石，パース石，角閃片岩から供給された

と思われる角肉石に混り多量の石英粒が見られる。模式地以外のものでは結

晶片岩々片は見られていない。本岩には放散虫化石を見ない。時に植物片を

散在させるO 岩相には次に記すように多少の変化があるO

馬内川上流から咲別川右股の耳II原沢では 180--130 m で模式地の岩相を良

く残してむり，馬内川では優白岩に貫ぬかれているO しかしながら，葱芦別

川に至れば、細粒砂岩を混じ，時に泥岩も交えるO 厚さはその右支流でも本流

でも 220m ほどであるO 芦別川及び主夕張川では本域外のところに出現し，

板状の中または細粒砂岩で，色も灰白色のは少くなるO

夕張山脈の東側に出現するものは模式地のものに甚だ良く似て者り，厚さ

も西に比して厚くなってゐり， 11 線沢から 21 線沢まで良く見られるが， 25

線沢とその支流蕗の沢を除いては，どこも断層で切刻まれている処が多く，

(Srρ 層との区別に苦労した。

盆地の東では， ::lじから，布部川と一見沢の合流点附近に発達する中~粗粒，

帯青灰白色砂岩は附近に出る互層が次に記す CLY2) の特徴があることから

本層に対比されるであろう。その南方のオンコの沢~山東沢背斜の中核を成

して山東沢の奥に露出，砂岩は外観土木部層に対比したが，この南方の断層 1

本越えたプロヅク I勺の下部蝦夷層群各部屑の厚さ等を考慮する時には，後に

記す場合のようにオノレピトリナ石灰岩層に近い層準に出現する砂岩層では無

いかという疑いがある O もっとも，山東沢では下位層が露出していないので

ある。それと同時に，山東沢の上流部から耶摩江山 (718.2 m) を中心とする

広範囲に瓦る山地の砂岩の転石が何層のものかたむ注意する必要が残されて
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いることを記してゐく。なにぶん耶摩江山を中心とするこの山陵は露出が甚

だ悪く，調査が降雪期に入ってしばらくしたためと相まって十分行われ得友

かったのは遺憾で、あるO

次に，こことは向斜を成して相対する下金山二股沢は従来宮間砂岩間にあ

たるものから， J嘩禄寮灰岩層までの屑序が総であるよろにいわれてきた処で

あるが， そこには砂岩に富んだ互層部が断層により (Bra) あるいは CSr2)

層に接するとしか見倣されない。

ちょうどことの走向延長と考えられていた室長日川岸の宮間砂岩式の岩相露

出は，本図幅南限に殆ど接しているので調べてみたが，大立日謙一郎が頁岩

から成る 20m の F 層を挟んで、上位の G 層 (20 m) 及び下位の E 層 (40 m)

とした桂質砂岩層が，ts..るほど宮間砂岩に甚だ良く似た岩相を呈する O しか

るに G 屑の上には僅かに 40m と測定された頁岩層が重なり， これにオノレピ

トナリナ石灰岩を合み，その上にくるものは再び、際質砂岩層であり，今次の

調査では多くの石灰岩隊を有し中部蝦夷層群の基底磯岩である O そして E

層の下位を占めるものは砂岩頁岩の五:層 (45m) の D 層である。

筆者の経験によれば，主夕張川上背任で、は確かに松本達郎が認めたようにオ

ノレピトリナ石灰岩のド位に砂岩の層準がある。それは疋狗の沢まで認められ

ると同氏の地質図に記されている O 他方，島のー下北方共有地の沢入口でも，

南方島の下のオノレピトリナ石灰岩の志向と，北方の大谷川保線丁場の定の石

灰岩から推して，ほほ、この回準に来ると思われる処には，極めて厚い砂岩層

が恰も宮[問砂岩間の模式地の崖を見るように露出している。これを鏡下に検

すれば、，角閃片岩片を始めとし構成物は宮間砂岩層のものと少しも変らない。

以上の事柄と，この位置の束に，これと向斜を成す地開に沿いて，中部蝦

夷層群下に見られる島の下頁岩層 CLyz) が厚くかっその中に砂岩に富む層

準のあることを知るたらば，それに大立日謙一郎の D 層の様子を見れば，こ

れが本域の CSr9) のどこの露出にも見られぬ岩相であるばかりでなく，むし

ろ島の下頁岩間 CLY2) 危らあり得る見掛けを呈することなどから，むしろ，

E， F， G の 3 屑は宮間砂岩層に対比できないのではないかと思考する。この
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橋本豆l1i)

大立目謙一郎11の

大立目謙一郎11S)

大立目謙一郎lIS)

松本達郎ll())

松本達郎1::0)

ととは前に記したように山東沢奥の木屑と現在取扱ったものに対する疑いで

もある。

本部層には不完全な植物片が発見されることはあるが，種属の鑑定に耐え

るものは未だ発見されていたい。

な主主夕張山脈の東側に見られる富問砂岩層の厚さを推定してみると，北か

ら， 11 線沢では 1 背斜を作り 500m+ にて下限未知，上限は断層にて見られ

や， 14 線沢では前記背斜の西翼部でその西に小さな向斜を示し，少くも 75-­

80m で上限下限不明。その支流実沢では断層の聞に前記西翼部の延長が見

られ，その上流には 1 背斜の中核に緩く波状を示して出現するO 厚さにして

300m には達すると断固から算出される。御茶岳沢の露出と松籍山径路の転

石から本層の存在が考えられるO ユーフレ沢の露出はいす=れも両側ともに断

層であるo 25 根沢で、は大立目謙一郎は 95m と測定したが，筆者の見るとこ

ろでは 340m に達するであろう。しかし，すでに (Sr心の項に述べた事情が

ら，筆者の境界に誤りありとしても， 250m は十分あると推定されるO 山部

Jfl支流寿沢の上流から十梨別川支流金山二ノ沢にかけて見られる本岩相は露

出が非常に悪いが，もし連続しているとするたらば，その北の 90 林班の沢と

併せて考えるなら，その厚さは 400m 以上に達するであろう。

山東沢のものは上限から 170m ほどの層準までが背斜を成して出現すると

見られる。

(ロ) 島ノ下頁岩層 CLY2)

1936. 島ノ下頁岩層

1940. 島ノ下頁岩及び砂岩頁岩互層

1940. 25 線沢 I 層

1940. 金山~下金山間 H 層

1941. Ib-If.

1942-43. lb-Jf.

模式地 島の下トシネルの北方。

岩相は砂岩と滋泥岩または泥岩の互層で，薄層で細く摺曲しているととが

多い。砂岩は暗色細粒のものが多く，泥岩は黒色である。

松本達郎はタ主張川でこれを 5 分帯して拾わ全層厚 780--810 111 と測定し
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?と。本域では咲日IJ川支流耳/I原沢に露出するものがほぼ、全層を見せている O 下

部は泥岩相の優住友互層で，その上には砂岩の優性な部分あり，再び、薄互層

となったところにオノレピトリナ石灰岩や石灰質砂岩のレンズを有するO 最上

部は再び、第二に記したようた岩相とたり，中部蝦夷層群基底際岩に不整合に

覆われる。下位の富岡砂岩層に近い部分で、薄い優白岩岩床を 2 カ処見るO 全

層厚 1，ωOm ほどが露出するが，途中には 1 断層と小認曲が認められるO そ

の南方の葱芦別川でも 1，000 m を越えるものと見積られる。

本域では耳/I民沢にごく小さい 1 レンズ (50em に満たないがあえて図示し

?と〕と左岸の山頂には十分図示するに足る大きさの 3 レンズがある。そのう

ち 2 伺は図幅内と怠るかも知れたい。それから西南には良発達をして，幾春

別岳図幅内では崖山を作り，大夕張図幅にまで断続して見られる。長尾巧1~1)

が挙げた産地のうちノカンナ川最上流と記したものが当域内のものである。

当域i亡命いては石灰岩の屑準は宮間砂岩から少くも 1，000 III 以上上位にあ

ると見られるが，主夕張では僅かに 350--3月Om の Ib 層を隔てるだけである。

耳II関沢のオノレピトリナ石灰岩から Orhitolina diseoidea-eonoideaval'. ezoｭ

ensisYABEctHANZAWA が無数に発見される他に，珊瑚では Thamnastel'ia

ezocnsisEGlJCHI , Thamnastcl'iasp, Faviasp. 等， Cida l' is のものらしい海

胆のトヂ，巻介では Ne l' inca sp. ととの石灰岩を特徴づけるものの一つである

厚歯鵜憾類の奇妙た形の二枚介 Praecap l' otina yaegashii NAGAO, Toucasia

carinataval'.oricntalisNAGAO 等を産する。

仙のいま 1 カ所の当域内の産地は，咲別川とは対角棟、を引いた東南隅に近

い下金山二股沢で多くの転石が認められ， Orbitolinadiscoidea-conoideaval'.

ezoensisYABEetHANZAWA を有するのここの南西に当り，氏家の沢国鉄

々橋の上流のものは了度石狩金山図幅の方に入ってしまうところのもので

あるが，それを介在する地層が良く露出している O 精しくは 2 個以上の小レ

ンズからなる帯青灰白色の石灰岩で OrbitoIina discoidea-colJoideaYAREct

HANZAWA の他に Pycnoporidium lobatumYABEetTOYA~IA ， Pscudo-
誌 21) 註 22)

eyeJamlllinasp. , Eugyrasp. 等をも有することが知られて jなれ 40m 程の厚さ
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の砂岩頁岩互層中に介在される。その上位は中部蝦夷層群の基底礁岩 (MY1)

に覆われるととが今回判明した。さてその下位に連る砂岩層は従来犬立目謙

一郎等によって一応富問砂岩層に属するといわれて来た。しかしこれがオノレ

ピトリナ石灰岩層準によく見られる砂岩層に対比され得る可能性もあること

はすでに記したと台りであって，い中、れが当を得たものであるかは本域とそ

の東方の地史の考察上極めて重要紅ことはいまさらいうべくもない。下金山

二投沢内では宮間砂岩の岩相を欠き，空知層群と断層で接する。

オルピトリナ石灰岩は発見されないが，その岩相庁、J~持徴から，また上下層

との重なりから本部居に対比される地層は次のと:t'りである。

夕張山脈の東側では，北から， 11 線沢の南北両投のものは標式的な薄互層

で， ~!と沢で、は 300 Ill，南沢では 240 IIIほどの厚さのものが断層聞に測定され

る O その南の 14 線沢の本流も同様で、あるが，同支流実沢では東方のプロック

では中部蝦夷層群の不整合下に 75 III の厚さしか残されていないが，その西の

プロヅクではもっと厚く残されている。

南方の 21 線沢では本岩相の露出が見られるが，@聞との関係は見られな

い。ことはユーフレ沢とともに非常にモメているらしい。 25 線沢では大立目

謙一郎により I 屑と呼ばれた部分がこれで，厚さ 50rn といわれるが，今次歩、

i則したところでは，少くも 160 III はあるだろう。

ことの南司で，山部川が山地に入る少し北の右岸の支流仰木 +;JJ Jl Qコ沢では，

少くも 270 III の地層が向斜するものと予想される。

富良野盆地東方では，二|じから布部川右岸，一見沢から沌の沢にかけて見ら

れる。滝の沢では流紋岩に覆われる直前に出てくる牒岩は中部蝦夷層群の基

底層 (MY1) である O 両地の露出を併せて考えれば，との附近では乃 50 III を

註 21) 下平均，阿部三郎: 1940. 前出。

22) 矢部長克博士よりの私信による D 該標本(二，矢部長克，早;l }z ---t: lo' 長足捨一，松

本達郎，金矢信之，橋本五等の採集である。 Ellgyra 属 l二江口元起 1~ :2)によれ

ば白望系に限られるもので，特に Neocomi:m にお u て最盛期に入ったもので

あるといわれる。北海道からは始めての属ゆえ， ここに記す。なあ・幾春別岳

図幅内崖山のオルピトリナ石灰岩からも今次調査の途中採集 1 て、る。
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橋本 I[1::::~)

大立目謙一郎1:':-1)

大立目謙・郎1:':-1)

松本達郎1:':3)

松本達郎l:':G)

優に越えるものが断層と不整合の間に存在すると推定される。それにひきか

えて，南方のオンゴの沢~山東沢背斜の中核部で，中部蝦夷層群基底層の不

整合下に出現する本層は余り薄くない互層で，富間砂岩層から 120 m ぐらい

までの層が露出すると見られるが，その富問砂岩層が場合によってはオル

ピトリナ石氏岩の屑準にくる砂岩のようにも思われるが，なにぷん下底が見
オウゴン

られぬために何とも言えないことは前に述べた。黄金の沢奥では小さな向斜

を示して砂岩に富んだ互屑部が見られる。

下金山向斜を隔ててこれに対する下金山二股沢内の本層は上位は中部蝦夷

層群に不整合に震われ，下部は断層で失われ，出現する厚さは 200m に達し

ないと推定され，その内にオノレピトリナ石灰岩を介在すると見られる。

本屑はすルピト u ナ石灰岩以外に化石の産出は全く無いに近いほど之し

く，時折不完全たイピ葉印象を見る程度である。その地質時代は治むむね Ap­

tian 期と考えら ~~l ている。

ii) 中部蝦夷層群 [My]

(イ) 笠森沢砂岩隙岩層 (MY1J

1936. 馬内川頁岩層基底砂岩層

1940. 25 線沢 J 層

1940. 下金山~合山間 I 屑

1941. IIa 層

1942~43. lI a 居

模式地咲日Ij川支流笠森沢本流滝から上流にかけて途中に 1 本の断層を有

し，厚さ 150--170 m の主として磯岩層であるが，模式地の南の耳/I原沢でもそ

の北の沢でも，南の沢でも直接下位層に接している部分は見られなし僅か

に離れている部分では僅少の走向傾斜の差しか認められないが，広くこの不

整合を追跡すると，この下の不整合はこれが発見された当初に考えられたも

のより意外にもその有する意義の大きいのに気がつく。両者の直接の斜交不
力ナン タキサト f ン

整合をよく観察できるのは，隣民富良野図幅I吋に jないて野花市~沌里(!日奔

茂尻") r昔!のこうの国鉄々橋の間にある空会日川の屈曲部で， ソーキプオマナイ

沢芯fr上流，町市.対岸等で、，したが勺てこの:?付近の，筆者1:27) を始めその他

-3ラー



註 ~3)

の人々の観察を訂正したければ怒らぬ。精しくは富良野図幅説明書に記載す

る。

岩相は馬鈴薯大またはそれ以上の犬きさの珪岩，チャート，粘板岩やオノレ

ピトリナ石灰岩の礁を有する磯岩と炭質物縞入りの帯禄暗色の中~細粒砂岩

から成るO 模式地から南方幾春別図幅内の崖山の方に向って磯岩は大粒とな

り，砂岩も厚くなり好発達をすると共に， 一部は普通本岩相の上位約 100m

にある鍵層の凝灰岩帯に接するに至る場合があるO 崖山以南は砂岩のみにた

ってしまい主夕張川のほうに追跡できるO 北東に追えばこれまた磯岩を減じ

本図幅北限を少しくはやれたところで馬内川を横ぎるO

この帯では模式地以南ではオノレピトリナ石灰岩の層準に近づいたり離れた

りしたがら南方に追跡されるが，北に向つては，オノレピトリナ石灰岩の層準

を切取るばかりではなく，馬内川では空知層群上部の (SrsJ に接する。しか

も馬内川中流にゐける構造を見ると，~知層群と下部蝦夷層群の問の断層に

も無関係であることを知る。

この帯から東に移ると，この帯が東北に向って連続して行ってきた性質が

そのままうかがわれるO すたわち悲芦別川支流の二股附近 3 カ所ほどで見ら

れる合礁砂岩は，治そらく本部層に入るものと思われるが，その座する位置

はすでにオノレピトリナ石灰岩の層準より下であると見られるし，主夕張川上

流支流四段滝の沢本流の上流二股附近では明らかに本層に属する磯質砂岩と

その上に重なる後述の馬内川頁岩層 (MyzJ が見られ，下位にくるものは空

知層群の上部層群の上部にある黒色珪質頁岩 CSr9J である。

夕張山脈を越えた東側では，南方の森田の沢の中では葱芦別j川支流のもの

に良〈似て，それよりも少しく燥の多く且つ大きい磯岩があるO 桔梗沢(図

幅南限に近いところに落合がある〕から滝の沢への 2/3 位の間追跡できる。
註 ::4)

礁の性質は橋本誠二によれば，石英斑岩，劫岩，細~中粒珪質砂岩，放散虫

註 23) 高橋英太郎: 1937. 石狩国芦別附近の地質 北大修卒論.， 47 号。

大沼善吉: 1942. 石狩 i雪空知郡芦別町奔茂尻地方の地質 問上， 105 号e

24) 橋本誠二: 1941. 前出 D

- 36 ー



化石のあるチャート等の燥の間を佳質な謬結物が満たし，その中にはパース

石が認められる。

25 線沢入口に見られる砂岩は一応オルピトリナ石灰岩層準の砂岩ではな

いかとの疑がないわけでもたいが，そこの下流の甚だ露出の悪い縦谷の中で

見た岩相が塊状の黒色、Jc岩であるので，とりあえや本層と見倣すが，金山F付

近に沿いて従来“下部菊石層"と言われているものにはまるで後述の馬内川

頁岩層中の塊状の部と少しもかわらぬものがある。これは筆者の経験しなか

ったところであるから，金山附近の調査の結果のいかんによっては当地の再

検討をなす必要があるかもしれない。北方の 14 線沢支流実沢では合磯粗粒

砂岩とその上に重なる黒色頁岩層が認められるO

;t-茶岳沢のjとの黒森附近に記入しである本層は松韻山径持。転石からその

存在を予想したにすぎない。

山部川の谷聞にはその東西に本岩層が断層で切られ， 4 ヵ所ほど見られる。

いす寸しも陳岩であるO 峰泊沢西方に沿いて，曾て山根新次が上部頁岩層と中

部砂岩頁岩互層の境にしたと見られる牒岩質砂岩層が多分本層に相当すると

思われるO その磯岩質砂岩より下部に凝灰岩や角岩が出現するがごとく記述

されているが， 81 林班の沢(=山根新次の附図の目とした沢〕では約 4miま

左の凝灰岩層(白色桂岩に見える〕の下位約 40m に機岩が存在し，さらに約

60mほど上流の砂岩はすでに CSr4) の砂岩であると認められる。凝灰岩の

小滝より下流，すなわち上位にも数枚の砂岩が合まれているので，あるいは

最上部のものにも機質のものが存在したのを今次調査に拾いて見落したのか

もしれ紅い。

寿沢の礁岩はその西の 87 林班の沢との聞の山頂に上り，十梨日!j !fl との分ァ'k.

を越えてその支流四の沢の上流に出てそこから甫で、は合礁砂岩に変る O

富良野盆地の東側は，北で、は布 {fG?竜の沢のまさに流枚岩地帯に入ろうとす

るところに見られ，燥の大きなものは小さい日本 Wi瓜に近いものがあり，穆

結物は暗色細粒砂及び泥で、，葱芦別川支流及び、森田の沢に告げるものとよく

似ているが，燥が大きい。このようたものは隣接図幅石狩金山の十梨別川二
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註 23)

ノ沢~大橋聞に見られる。

オンコノ沢~山東沢背斜を作る機岩は曾て大立目謙一郎により不整合を意
話: ::G)

味する磯岩ではないといわれたが，肥田昇により発見され今次調査により後

述のごとく再確認された化石産地とその産出化石から考えても，~知川内に

二度繰返されて見られる磯岩を有する砂岩層はその聞に挟む泥質岩相部を中

心として西に倒れる背斜を成すと解釈せざるを得たいで、あろう。とこでも確
才ウゴン

かな不整合面を見られない。黄金の沢の中ではこの延長が出るのだが，中~

粗粒砂岩で，それが暗色のものが多いのと，その上位に塊状黒色泥岩層が発

達するので本層準と認められる。

さて，とれと対応して向斜を成すところでは，二股沢と平行する 556m 山

に連なる山陵を作る砂岩層がこれに当る O 大立日謙一郎の記載した釣橋の下

の隙岩は，この砂岩層に合まれるもので，ここでは南瓜大のものがある O そ

れより下位の部分は大部分砂岩層から成り，室長日川沿いの好露出で、は図幅外

となるが，大立目謙一郎によれば全層厚 300m と測定され， H 層と呼ばれて

いる。これは氏家の沢落合すぐ下流で角磯状を呈する合オルピトリナ石灰岩

層に接するのが見られる。その部分は磯岩質で多くの石灰岩礁をも有す。こ

の岩手目は国道踏切の北の崖でも良く見られる O

本層から炭質物は知られるが，海 a棲化石としてはオンコの沢にかかる国道

の橋のところで Ostrea sp. が得られたという記録があるだけである。

(ロ) 馬内川頁岩層 CM: Y2J

191 1.上部頁岩層 山根新次 ]28)

1936. 馬内川頁岩層〔除基底砂岩層〉 橋本 豆120)

1941. JJb-k 松本達郎 1:;0)

1942~43. IIh-Iζ 松本達郎 131)

模式地 i~ 内川中流ガロの沢から二股沢，本流 it l\ fYl の露出主で。

註 2勺桑田士郎: 1941. 前出。

には記載は L ているが地質図 1;:( 之示 L ていない D

26) 肥田昇: 1944. 前田口

27) 下平 JEl，岡部三郎: 1940. 前出。
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岩相は塊状I11調な黒色;尼岩が主体でところどころに板状を呈するところが

あり， 1専ぃ細粒fJd;岩もあるO 主夕張川に会いては岩相と化石により細く分帯

されているが，咲日Jj川方面では凝灰岩帯とか板状帯とか一応分帝可能のよう

に見えるが，本調査の精度に jないては一応見送ることにした。

化石の産出は少いが Mortoniceras (Pervillguieria)imaii(YABEetSHIｭ

MIZU) , Desmoぞeras (Pseudouhligella)japouicaYARE 等が見出され，対比の

手掛りを与える O

咲別川支流宮沢の転石からは，筆者 1;)2)が曾て写真を示した Desmoceras

(Pseudouhligella)japonicaYABE を産している。この沢の落合に近いとこ
:if.~S)

ろから田中啓策等により Inoceramus illcertusJIMBO が得られたという。そ

こは上位層に甚だ近いところと考えられる。

模式地笠森沢の二股!?付近には 2m ほどの凝灰岩帯が二枚認めら iノLる。こ。

帯は普通は (MY1) から上位約 100m ほどのあたりに出現しー南方に追跡す

れば次第に厚〈たり，図幅外の芦別川の南に横谷を作るその支流では厚さ約

30m に達したきな沌を懸け，一見乳白色のチャート状を呈する。そのような
詰 2り

厚い凝灰岩は橋本誠二により森田の沢支流に認められているが，その延長長 A古部じ

が果して本域内に存在するカか込確かめら iオれLていない O 山部川支流峰 i泊白沢でで、は塊

状黒色頁岩層のド位位.に砂岩を扶むところに一見チヤ一ト状を呈する凝灰岩が

あり，厚厚 4 さ約 4m で汁

ノ口沢)の[旧日炭韻住宅跡の上流に見ら~~れ〆工しる o 87 林班の沢の東の山地からこの

沢の上流を通り，この層準の凝灰岩があるらしく，転石が僅かながらその本

流及び、東向小沢の弓ちのあるものに見られる O そして，その層準は岳ノ口沢

と寿沢落合の下流約 GOm の .Mortolliceras (Pervnquicria)immii(YABEet

SHIMIZU) C第 IX 図版第 1 図 a 及び hJ の産出層準よりは下位にくる。

この地域から北方には木岩層は富良野盆地の西を縁どってほとんど図幅の

北端に達するあたりまでその分布・が知られているが， このよう紅層準も化石

註 28) 田中啓策氏談。

29) 橋本誠二: 1941. 前出口
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も発見されていない。これは分布しないのか或は露出が十分で、ないためか，

たまたま断層のためにこの層準が失われているのか不明で、あるO もとより，

黒森附近にゐける (MYIJ 層の存在は転石から予想されたもので，黒森沢に

入って調査はしていないのである。

夕張山脈西側では本層はつねに函を作り，しかも滑り易くて通過に不自由

た地形を作るのを特徴としているO

付近藤山砂岩層 (MY3J

1936. 近藤山砂岩層 橋本 瓦1;; 日〉

模式地は馬内川と咲別川の聞にある近藤山附近。

岩相は主として砂岩から在り， -f 位層に砂岩を増し整合漸移する。したが

って砂岩の著しくなるところから本屑に入れる O 砂岩は帯青灰色中粒程度の

ものが多く，下部では黒灰色頁岩と互層するが中部以上は厚い板状または塊

状であれ山部川上流(岳ノ口沢 7 横谷部で、は石灰質の部分があって，イ可か

生物遺体らしいものが見られる。

模式地からの西南延長部は丁度本図幅の西北隅をはやれるあたりにくるよ

ろである。

富良野盆地の西を縁取る中部蝦夷層群の上部には本層準が出現する。すな

わち北から， 11 糠沢農耕地の終りのところ， 14 線沢黒森径路分岐点農家の北

の崖，御茶岳沢入口附近のもの等がこれである O 山部川低地の中に 481 m 標

高点の山を作り，峰泊沢，熊居沢，民ノ口沢の横谷に露出する砂岩もこれに

属す O 富良野盆地の東方では，オンコの沢中流に 1 向斜及び 1 背斜を作り，向

斜部の延長はオンコの沢の西に沢と平行する山陵を{乍り， 486m 標高点を頂

く。標高点の北 2 本日の谷頭に近い，大学演習林中間林道沿いの露出から肥
註:1 0)

田昇は始めて Acanthoceras cfr.asiaticaJIMBO その他の産出を報じた。そ

の産出化石表は脚註に示したようであれ後記西達布川落合下流空知川右岸

の化石産地とともにこの方面の地層対比に大きた手掛りを与えた。今次の調

査に jないて相当多くの種類のある晴灰色細粒砂岩であることがわかうた。風

化したところは軟かく，殻は溶かされて型だけが残っているが，との方が殻
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の残っているものよりかえりて良く種類が鑑定できた。

Baculitessp.

GrammatodonEachalinensjsSCHJ¥llDT

Gram. spp.

Exogyrasp.

Ostreasp.(Gryphaea?)

TrjgonjahokkajdoanaYEHARA

Tr. sp.

Pecten (、Cyncyclonema?) obovatusSTOLICZKA

Nejtheasp.

その他に Nerjnea か Turrjte l1 a と思われるJf bのものが 2 種， Brachjopoda1

種， Annerjda らしいもの 1 種が認められた。特に多いのは Grammatodon で

あるO

この化石要素は幾春別の三角介砂岩間のそれである。

iii) 上部蝦夷層群 (UyJ

付) 下金山頁岩層 CUYd

模式地 西達布川落合下流約 300 III の地点から西達川に入り，流紋岩の出現するま

で主，空知川は下金山橋玄で。

岩質は中部蝦夷層群中部の泥岩相と区別できない暗灰色塊状泥岩を主と

し，これに時に砂岩を僅かに扶在する部分や，泥岩の板状となる部分等が認

められる O もし化石が出なかったら両者の区日 lj はつけ難いものであろう。

註 30) 肥田昇: 1944. 前出 o

Acanthocerascrr. asiaticaJIJVI:BO

Scaphites? sp ・

Grammatodonsachalinensis(SCHMIDT)

Parallerodonsp.

cfr. CucullaeaezoensjsYABEetNAGAO

J~i Il1 a sp.

Gastropodagen. etsp. indet.

Annelidagen. et 円p. indet.
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その産出化石は大体 Turonian 期を示し，方々で佐久層と言われている部分

に当るのであるが，当地の岩相は幾春別の狭義の Yczoitcs 層下部，すなわち

長尾巧，斎藤林次，松本達郎1:;1)の III-l に相当する型のものと見倣されるO

化石帯と岩相とを考慮に入れて西達布川附近の構造を解釈してみると，西

達布川落合下流空知川右岸の砂岩に富み Illoccramus inccrtusJll\ IBO を産す

る地層は小さなドームを作り，その泊の Mesopuzosia pacifica MATU.MOTO

(MS.) を産する泥岩層の西に向斜軸があり，南は下金山橋の匹 lへ，北は砂金

の沢の中に追跡される。ドームの東では西達布川の橋附近で向斜して西達布

川の最初のEfuりの手前に合砂岩部を出現させるが，すぐに背斜して東山街道

の西達布川の第一の橋のところにその軸部を見せ，再び黒色泥岩からなる向

斜部となり， その軸部は，橋とその上流の河の曲り目との聞にくる O 河の

曲り目的近の地層は北に追跡されて第二番目の橋の上流右岸の Illoceramus

hobetsensisNAGAOetMATUMOTO の産地に連なる。「断固 C-D の東部参照〕

露出する地層は厚さにして約 400m 近いものと推算される。

化石産地と産出種はつぎのようである。

西達市川川口よりの第二.第三橋間

UncoiledAmmonitegen. etsp. illdet.

InoceramushobetsensisNAGλo et}¥fATUMOTO

西達布川支流砂金の沢

Ammonitegen. etsp. indet.
iH:jl)

西達布川落合下流約 300 In，空会日川右岸

註 31) 肥田昇: 1944. 前出 に記すところは次のごと L 。

PuzosiajaponicaYABE

Pl1z. planulatiformc(JIMBO)

Acanthoeeras? 円p.

Phyllocerasefr. ramo 日U Ill MEEK

Paragaudryccra日 tenuiliratum(YABE)?

Humitessp.

Ammonitegen. ~t sp. indet.

InoceramusnaumanniYOKOYAMA
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ヨIesopuzosia yubarens~ (JIl¥fBO)
言f: 日2)

Mef'op. pacificaMATUl¥fOTO(MS.)

InoceramusincertusJI:MBO

下金山橋の下，上流及び下流(九大 Loc. 301a-30ln
Mesopuzosiayubarense(JIMBO)

Mcsop. pacificaMATUl¥fOTO(MS.)

Pseudaspidocerassorachicnse:MATUMOTOetHASHIMOTO(MS.)

〔第 VII 図版及び第庇図版第 1 図〉

Baclllitessp.

InoceramushobetsensisNAGAOct ヨIATU l\1 0TO

Inoc. incertllsJMBO

下金山市街地東旧街道橋跡左岸〔地質図では国道の橋になっている〕

Inoceramussp. fragments

(3) 新第三系

i) 金山挟農層 [KbJ

191 1.第三紀層 山根新次 l;;G)

1931. 金山挟炭層 村田 析17> G)

1936. 鳩ノ沢挟炭層 橋本 五1;;'0

模式 j也(二十梨別川と森田の沢落合かじよそれぞれ 2~4m 上流の二 j也の問。

模式地は山根新次の調査後，村田析により精査され金山扶炭層と呼ばれた。

その地質時代は上床国夫の採集中にぬ lvinia efr. formomHEER を認め長

尾巧 1爪〕は白第三系のものならんとした。しかし，そのものは一度は犬石三郎，

藤岡一男により円 alvinia formosaHITER とも見倣されノた 1めが， その後精し

く検討された結果，その差異が明らかと友り，出 Ivinia pselldofornlOsaOISHI
、):1..''; ショウワ 才ピラ テむづ r

etHUZIOKAlqO) と訂正され，同一憶を出す雨龍郡昭和炭鉱の小平統，天塩

郡上幌延の幌延 tJ~ 炭層とともに中新 i止のものであるとされた 1- 11)。
五I: ;;:~)

その後司区域の炭鉱開発に伴紅い稲井日の精査が行れわた。炭層の直

註 32) l¥fesopuzoc.ian.gen. 及びr; acifica n. 日p ・ 松本達郎教授よりの私信に従う。

33) 稲井信雄; 194ー. 前出。
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接の延長部は地形図の精密再調査が行われないと本国幅内に入るか入らない

かという位置にくるが，その北方に当り山根新次の調査した扶炭層があるO

現在ではほとん苫全く露出がないと言ってもよく，稼行されたズリや坑口も

認められたい。ただ僅かの流炭を見るにすぎなく，岩相の模様は山根新次に

従って述べるよりいたし方がない。

位置は山部川支流熊の沢(または熊居沢〕の滝の 200m 上流及び、更に 250

m 上流に炭層露頭を有し，後者は化石を蔵する砂岩の上位の砂質頁岩中に，前

者は頁岩中にあるO 全般的には砂岩頁岩のやや厚い互層で，砂岩は灰色また

は暗灰緑色で，細粒堅実で種属不明の二枚介を有するも，保存不良で、鑑定に

耐えす九転石中に Nucula? 及び、 Cardium? と他に巻介を認めたと記すO そ

の走向はほぼ、南北で、西方 500 の傾斜と言われる。

北方では富良野町奥御料の西側に見られるもので，主として黒灰色塊状泥

岩からなるO 新鮮面では中部及び上部蝦夷層群のものと一見区別し難いが，

との方が少しく堅さが足りなく，かつ風化面が褐色を帯びるので区別できる。

筆者が鳩の沢扶炭層と呼んだものの上部を構成することは確かであるが，そ

の後埋蔵炭量調査に当り調査したが，その構造は明らかにされたかった。

本層は先に記した化石から広義川端層群の下部，滝の上層に対比されるで

あろう。

ii) 黄益の濯砂操混茨岩層 (TkJ

模式地 長容の沢鉄道 li'tf 切から開拓道路を約 1 ，500m 入って，道路が市岸に渡り崖

に上るところの切崩し。

露出地の下部は固結したい砂際層で、変成岩礁を有し，その上に砂岩や粘土
註 :>5)

屑，更にその上に粗い石英安山岩または安山岩質と見られる浮石を有する白

い凝灰岩が重なり，萌黄色や桃色の薄い粘土を扶在し，一見段丘堆積物に見

える地層があって，若い段丘辞表層に不整合に覆われている O 走向は 40
0
'V 傾

註 34) 橋本 fl.，為口和己: 19 ラ1. 宮良野西部地質調査結果報告書。札幌通産局

石炭部

35) 鈴木醇教授の御鑑定によれば紫蘇輝石を有 L 石英安山岩質浮石である。
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斜はJS'E 7° あるいは走向 35°E 傾斜 gOSE 等が測られる。

本層の占める高さ，その構成内容から考える時には，流紋岩流走前の起伏

の上にあり，流紋岩噴出時期の抽出物を有すると見倣すことが妥当で、あろう。

すなわち本域内の流紋岩中にはこのような岩質のものを見ないが，富良野川

大曲附近の凝灰質傑層中に拳大の際として発見され，十勝岳の基底流紋岩の

ーっとして多国文男，津屋弘達142) により記載された輝石角肉石流紋岩が紫蘇

輝石を有し，組成的にも産状的にも良く似ているO 流紋岩の噴問時期に関し

ては，十j践岳火山棄の基底を成すものが同一時期の噴出であるならば，然別

沼方面の観察143) から池田層の堆積後期のものと考えられる。

然日lj沼方面では，流紋岩の下部は浮石質凝灰岩で，ところにより花商岩の

直径 30cm を超える大福餅形の燥を混える河床燥を基底部に有し，その内に

は，例えば、然別第二発電所基礎工事部に見られたような 2m 角にも達する粘

板岩塊等を散在する部分もあって，“古生層"上に不整合に重なっているO

西達布川砂金の沢に発見された“神居古浬変成岩"の巨際〔時に 150cm に

達するものあり〉から考察するに，その沢は流紋岩地域のみを流れ，その上

に礁層を見ないで、麓郷田が発達していることから，流紋岩噴出前の古22知川

(あるいは古十梨別}f[)は老節布の方に流れていた可能性を示す際層を流紋

岩基底部に有するであろうことは想像に難くない。

以上の理由から，古い段丘堆積物のように見える本層を滝川層堆積の後期

位のものと推定する。

(4) 第四系

げ) 夕張山脈上の巨牒について〔地質図上に示さや7

夕張山脈に西側から 1去って行くとすぐ気のつくことは，どこでも平坦に近

い沢が，急に大き友涜あるいは小滝の連続部を経て高度を変えると，その上

のところに大は数米角の四角張った日醸の累積部があって，その上に滝が連

続して:t- l)， あるいは滝様の急流部ともいうところがあることである。その

部分を越えると再び沢は平坦にたる。そこは一つの平坦面の中に少しく若返

。た谷で，この平坦面が 3段ほど認められる。この巨傑以外に平坦面上には

ーのー



わりに雑然とした礁層や粘土層が認められるO

芦別川上流の二股の上のところでは，この巨燥を合む際層が相当広い面積

に丘陵を成してむり，芦別尽に発する川はこの上に融雪期にでも流れるであ

ろうところの浅い沢形のみを残し全く伏流しているO そして際層の末端部か

ら突代噴出してくるO したがって水量の多少は決してその沢の長短を意味し

危い。地形図の契りに加えるに湧ァ1(のための本支流の誤推，簸の中の沢形の

探査等のため予想外に日数を消費し，しかもとの附近の地形を十分明らかに

できなかったほ Eである。

礁は慈芦別川上流ではほとんど (Srρ に属する諸岩であるが，南方では若

干変成したものが見られるO 準平原因遺物と考えられるところに，残丘部に

見られる岩石の日燥を合む傑層が残っているので，その原因は準平原固形成

後その残丘部に行われた侵蝕の結果であることは明らかであるO 日高山脈に

jないて 1，400---1 ，600 m にその下底が認められる氷蝕地形と平坦面の関係を見

ると， 1,400---1}OO m に達する当域の残丘部も日高氷期にむいて雪線高度か

あるいはそれに近いところにあったことは十分考え得られるので，一応この

時期の産物ではないかと見倣されるであろう。

もとより当域に 1ないては氷蝕地形の明瞭なものは知られていない。芦別日

頂上西南御花畑下の地形は一見ごく貧弱た圏谷を思わせるが，よく調べてみ

ると，底部にある池と森田の沢々頭との間にある高まりは堆石丘では危く，

地層の侵蝕主・による高まりのようで，その原形が羊昨岩的たものと考え得ら

れるか疑わしい点もあるようである o C第目図版第 2 図参開〕

(尚 三区牒層及び最高位段丘際層 (Qt1 )

1936. 三区傑層 橋本 日HI)

富良野盆地西側北部にゐいて確かめられたところによれば高度 500m ぐら

いまでに達するところから下に向って 300m 近くまで見られる。分布してい

る地形を見ると，著しく解析された扇状地堆積物と見られる。

山部川支流熊居沢から山部川支流!峰泊沢の支流匂林班の沢に!越えるとこ

ろにも図示してたいが礁を有する小平坦面が認められ，峰泊沢から 26 線の奥
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にかけての台地の上のものとともにこの附近のめOm に近い平坦面を切った

川の産物と認められるO

下金山附近では 330 ，.....，340111 の高さに際屑が見られ，到達市川の市では 717

"，，607m 分水嶺から供給された崖錐を伴なうが，東山の南の台地は明らかに

下金山から金山の間の旧街道の通った台地上に速な f) ~[tfi老節布の 325m 標

高点の台に連なるO そこでは流波岩の風化成生物とは思われない土壌があ

る O これらは麓郷面上に生じた河川系の産物であって，この時期の老節布の

北の先行l吐の部分を経て，平沢一麓郷一布礼日Ijに通じていたと推定されるこ

とは地形の項にのぺた。

付鯨間際屑及び中位段丘四i屑

1936. 鯨岡磯層 橋本 亘(45)

1952. T1 中野尊正14C)

富良野盆地南端部に始り盆地の西を縁どっている解析された撚層があるO

21 糠沢に見るように山麓の谷の中に入り込んで、面を残している。

これは明らかに官良野盆地形成後の積物で，下金山~東山の 280111 ，.....， 320

111 の際層を生じた川は，富良野盆地形成後の争奪で，この様宵を堆積した時

期には既に富良野盆地に通じていたものである。

山部川右岸にむいて富良野盆地形成後で，かつ広〈盆地を埋める緩傾斜の

扇状地itt積物より古い地形を示すので本層に入れたものは山部}I I の右岸に高

い崖を成して露出するO とれは山根新次Jeli) も記すようにほ it:'十米に達する

褐色粘土層で、その内に砂岩等の角磁を有するO 一方，下金山にむいて中野尊

正が段丘の時代決定に“北海道ローム"を利用し，富良野盆地内の扇状地堆

積物は“水中ローム"を有するが故に下金山の T2 段丘はそο下に位すると

推定しているが，この粘土がその水中ロームに相当するものならば 25 根沢右

岸の台地の際層を 2t~ 線の奥に追跡するまでは正しいが，そこから先で二つの

異なったものを同一視していたのかもしれない。街交入手が野外調査終了後

のことで，ふ後の調査に侠つぺふとの点を明らかにして拾〈。

註 36) 橋本 t{，為口和己: 1951. 前出。
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糾下金山段丘傑層 (Qt3J

19ラ2. T:l 中野尊正 J48u)

註 <>7)

模式地は下金山駅附近の段丘を作る際層で，中野尊 Eによれば“北海道ロ

ーム"を被っている。空知川峡谷部を通って下流に追跡され山部方面に到

る O 富良野盆地内では大学演習林の第一苦闘の台地がこれに相当するものと

思われる。

中野尊正は金山ベデイメント内の“ T2" 即ち本磯層中に花街岩の酸化帯を

有しない巨礁を認め，日高氷期との関連性を考えて:t;- b，氷期を 'Viirm 氷期

と考えている。

岡山部扇状地堆積物 (Qtρ

富良野盆地西部山地から供給された材料から成り，盆地南部に大きた窮状

地を造る。そこの“ローム"は T2 ブロパーのものと異なる堆積状況を示し
註 38)

水成と考えるのが適当ならんと中野尊正は観察しているO

な拾，これに対比されるような小さな扇状地あるいは錐状のものは麓郷台

地下に狭くところどころに見られる。

付低位段丘堆積物 (Qt5)

19ラ2. T3 中野尊 I£J4~b)

室長日川の両岸に部分的に低い段丘が見られる。本堆積物中には“ローム"

が認められ友いと中野尊正は記す。その代表的に大きいものを図示してむい

た。また“T8" は上流部に1ないては“T2" に収欽するといわれる。

(日河床際，氾濫原la~積物等 (Qt6)

空知川周囲に広〈見られるもので，特に記すことは無い。図幅中央北限附

近では泥炭地を認めるο

防火山灰〔図示せす;;)

図幅のほとんど全域を覆って火山灰を見るO との供給源は常識的に西方に

求められるものと考える。

註 37) 中野尊正氏よりの私信による D

38) 中野尊正氏よりの私信による。
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B 火成岩

a 概説

本図幅内に見られる火成岩を超塩基性岩，それに伴なう優白岩々脈，塩基

性岩類，中也岩類，酸性岩類に大別して図示した。それらに合まれる各種のド

岩石を記述する。

b 各競

(1) 超盟基性岩類 (Sp]

(イ)蛇紋岩 (Serpentine)

肉眼的には黒緑色，濃椋色，草色をした均質でスベッコイ感じを L たものと，絹布石

の1. 5 x2mm ほ rのものが板 ~R 石の中に偽斑状構造をして見出されるものとある。その

ような場合は普通絹布石の量は蛇紋石に対し 1/3 程度である。

鏡下では蛇紋石中に種々の鉱物が見られる。温石綿，グローム尖品石，グローム鉄鉱 y

一部赤鉄鉱に変化した磁鉄鉱，白チタン石に変ピたチタミ/鉄鉱の他に割目を填めて氷{骨

石，変苦土鉱，方解石等が見られる。

蛇紋化作用の低いところを見ると，塊状に大きた送入を示す岩体では，特

に山部石綿地域では，頑火石，異剥石，撤健石が見られ，その原岩が頑火石

撤携岩であることを示している O

二，三の土地に拾いては撤関石玄武岩から変化したようなものも見受けら

れる。馬内川上流にむいて曾て筆者 149) が蛇紋化せる集塊岩?として示し?と
;tf:':9)

ものがそれで、ある O 森田の沢支流滝の沢二股上流左岸に jないて橋本誠二が記

した蛇紋岩も外見はこれに近い。その産出状況は果してその場所を貫ぬいて

いるか疑わしいふしもあるので，その位置のみ記す。

下富良野岳(1， 33 1. 1 ill) の北で、は優白岩の聞に細長く図に示したような位

置に蛇紋岩が出るが，これは優白岩を貫ぬいたものではなく，二次的にこの司

ような出方を示すに至ったものらしい。なむ，この東側に出る蛇紋岩は青崩

れをもとにしてその分布を示したもので，実際にはそ ο 下に覆われてその他

の地層があるととも一応疑われる。

註 39) 橋本誠二: 1941. 前出口
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木岩貫入の時期に関しては，本域では芦日Uri}輝禄凝灰岩層 (Sr2) を貫ぬい

て:f3'り，本岩に{半なろ優白岩類が中部蝦夷屑昨中部までを貫ぬいているだけ

である。そして川端層士住民後の構造運動には先だっているO

従来た塊を成すこの種の蛇紋岩の泣入は白空系直上の構造運劫 (Epi-Cre­

taceousOrogeny) に伴なったもの 130) とか，あるいは第三紀初期の構造運動に

伴たったもの 131) とか考えられている O 最近の資料によれば，石 j守統中の石炭

層の無機成守中に白金属が検出されるのは夕張支屑以上であることが明ら

かにされてきた 1めので，後に応用地質のユ買にも記すように，砂白金の母岩と

見倣されている本域の蛇紋岩は恐らくそのころになって地去に露白せしめら

れるに至ったものであろう。しかして石狩統の itt 積状態から推して，蛇紋岩

の道入は少くも石狩統堆積前の構造運動と言える。一方，当域南方に連なる
~ムカツザ

占冠炭田に拾いては Inoceramus conccntricuscostatusNAGAOctMATU~

)-IOTO,InoceramuslncertusJIMBO を産する地層を貫ぬくことが知られてい

るJ:i功。また蛇紋岩に伴たう優白岩の貫ぬいている最も若い地層も本域の西
註 40)

jじに当る野 rt 淳jの丸山にむいては“上部菊石居"といわれる。当域に拾いて

は 1noc. lnc2rtusJIMBO を産する地層 (UYl) までしか見られないが，当域

の百に速なる夕張地方の白唱系では，この層準以上が整合する厚い海侵的堆

積物で、最後の彊淵屑に拾いて海退期を示すことは i[l (から全日られている 1 ，'4) 。

よって当域の塊状をなす蛇紋岩の注入期は，従来どむり蝦夷層群 lW 積後で、，

石狩層群土佐積前の構造運動に伴たったものと考えて差支え紅い。

なお木地域の蛇紋岩にづ L 、ては，応用地質石和 ii の項に示す多〈の文献に精し ν 、 D それ

に知られるよう i三本域有用鉱産物に最も関係深い火成岩である。

(ロ)輝岩 (Pyroxynite)

馬内川中流に jないて奈英 jl[ チャート層 CSrs) を貫ぬきこれに変質を与えて

いる。ちょろど木図幅に入ったばかりのところで川の左右両岸に jないて見ら

れるのであるが，今次調査に当つてはあいにくと林道開撃中で，よく見られ

註 40) 高橋英太郎: 1937. 前出 D

41) 橋本日: 1935. 前出。
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なかったが，昭和 7 年の観察では，馬内川左岸では 20cm に満たない露出で，

両側 10cm ぐらいやつに接触変質を与えているが，右岸のものはちょうど銅

山の坑口のために見られなく，坑口附近に落ちている岩片から察すれば、少く

も 40cm 以上はあると思われた。鏡下では輝石の小結晶がほとんどで，稀に

長石の小さい長い結品が見られ，方解石や不透明鉱物がある。

この岩脈があったと思われる附近の空会日層群中には層聞には硫化鉄鉱の小
訂: 4::)

塊を見るし，今次調査では接触変質により生じた柘僧石を得た o

(2) 超盟基性岩類に伴なう{憂白岩類 (Lc]

蛇紋岩の母岩紫から分化して生じたと考えられる諸岩で，トロンニヱム岩，

曹長斑岩，石英曹長岩等と名付けられるものが知られる他に，捕獲岩様の産

状を示すロヂン岩も知られている O

付) トロンニエム岩 (Trondhjemite]

馬内川，同支流二段沢上流， 2，'3 --24 林班界の沢，咲日 lj 川支流耳 II原沢に見ら

れる他，下富良野岳に源を発する諸川に転石が見られる O 富良野盆地の東で

は布部の小黒瀬沢のものはほとんど本岩であるし，野沢鉱山 12 山路，岸の j尺

入日，大学演習林第一苗聞け立 J木園 7 から境界林道を旧空知川ぷちに出たと

ころのもの等もまたそうである。そこから南の優'白岩の広く分布するところ

では，見晴沢，再生林ノ沢，桂ノ沢とその南の 'J、沢等に露出または転石とし

て知られる。

肉眼的には灰白色，風イじすればやや褐色を帯びる堅綾な岩石で，風化面及び 7k 磨面で­

l土白形長石の集団から成るのがよくわかる。これ!こ極少量の石英と主!状に見える有色鉱

物がご(1c1 l かある。

鏡下では完品質で，その長石;二極めて正確に卓子状結晶をなし 1~ 1. 5 mIllの幅正しラ

~3 Ill m の長さの斑品主細粒主 L て出るもの左あり，アルバイト式双状主たは累 Jiif 構造

を示す。山部石綿産地方面の輝禄凝灰岩を貫ぬくものには融蝕も認められる。 An 30 土

で Oligoclase-Andesine に属するものである。新鮮な時には包裏物を合み，絹雲母化作用

の若;: L'~ 、部分もある。石英 i工時に 1 1l1Ill I こ ζ 遣するが，殆ど、が細粒を成，斑品問 i ご，

特 i ご JPf 長石の }~i] 辺に集る。大形のもの;ぷ稀に正確ナ桔8! 1 主たるが，多〈(工不規員 11 な外形

を示 L ，波状消光や二 iF iJ l性を示すものも少〈な 'v' 0 有色鉱物主して:ょ緑、泥石最も多く，

註 42) 鈴木醇教授地足。
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他に角閃石もある。磁鉄鉱，葡萄石，方解石等も認められる。

馬内川のものは鈴木醇1~\~\) により雨龍のものとともにトロンニヱム岩とし

て始めて紹介されたものであるO 桂の沢，見晴沢には斑状構造を示し木岩の

変種かあるいは斜長石のいかんでは次記の曹長岩類に属するようなものも見

らtLる。

(ロ)曹長斑岩 (Albitophyre)

布部滝の沢，小黒瀬沢，野沢鉱山，演習林第一苗闘の北などに見られる斑

状構造を示すものであるO 上に記した桂の、沢，見晴沢の斑状構造の岩石はト

ロンニヱム岩とひとつづきの岩体を成すようにも見られるので，その一変種

かも知れないが，斜長石が十分調べられていたい。

一般lこ肉眼では多少緑色を帯びた灰色または灰白色の綾密な岩石で， ν 、ず‘れも不完全

な微丈象構造を示す。

白形の曹長石が斑品の殆どで，科長石及び石英から成る石基中にあり，炭酸塩化作用

を受けて u、る。絹雲母，緑泥石が見られる。稀に黒雲母も見られる。流の沢には曹長石

のみから成るものが輝緑岩中に認められる口

的石英曹長岩 (Quartz Albitite)

灰白色の級密な岩石で、，下富良野岳，布部滝の沢等のものがこれである。

桂の沢，見晴沢にも見られる。

曹長石の微品とその聞を埋めて他形の石英が存在する石基中に曹長石及び石英心斑品

が見られる D なお石基中に葉状の絹雲母がある。

判ロヂン岩 (Rodingite)
託 4:1)

肥田昇によれば，野沢鉱山採掘事務所附近から捕獲岩様の産状を呈し木岩

つが発見されたという。

その外観は灰白色散符で部分的に灰紫色を呈 L ，鏡下では灰磐拓棺石の細粒ノコ問にペ

スプ石が合まれ，両者の聞に氷 i骨石が発達している。

てあ撞基性岩類 (Db]

肉眼的には晴緑色から灰緑色まで，均質に見えるものから斑品の見えるも

の，熔岩や岩脈と種々の外見や産状のものがある O

註 43) 肥田昇: i944. 前出口
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付) 枕状溶岩 L地質図上にては CSr2) と区別せ中、) CPiIIowLava)

本域内の枕状熔岩の産地，産状，外観はすでに声日 lj 岳輝緑凝灰岩 CSr 2 J の

項に示した。その岩石学的研究ば鈴木醇教授に:t'願いしである O 同教授!f， C)

によれば、図幅南限に近い下金山産のものは，輝禄岩質岩石中の細い間際に沿

い石英，曹長石，ヱヂノレ輝石の発達が見られ，岩石田結後も引きつづいて支

えられた後火山作用による曹達に宮む溶液の影響により，輝様岩がいわゆる

スピライト質岩化したととを示すものであろうとされる。

すでに記したように，枕状の産状を示すのは熔岩の一部であって，他の大

部分は暗緑色徴密の玄武岩様の外観を示し，岩脈を成す斜長石斑品の著しい

ものとは野外調査でも区別され，これが CSr2) 部層中に占める割合ははたは

だ大きい。

(ロ) 普通輝禄岩 (Normal DiabaseJ

岩脈として産し，外観禄色~灰緑色を皇し，山部石綿産地では布部滝の沢，

大学演習林第一苗圃の北等に見られる。その他芦別岳輝禄凝灰岩層 CSr2J の

中に集塊岩状を示すもののうち等にも知られ，該層を通る沢には転石が多く

認められる。

鏡下では完品質で輝緑岩構造を示 L ， ~t長石[土曹灰長石~中性長石で輝石は普通輝石

である。緑泥石及び撤闇石をも有する。第一首岡北のものは禄泥石中に陽起石を認める。

流の沢では岩体の一部に蛇紋岩化しているところがあるのが認められる。

また山部鉱山第二採積場より上流左岸のものは角肉石及び、撒憤石を有して

いるO 布部滝の沢では方解石，曹長石及び、緑野I~石から成る桐脈に貫ぬかれて

いるものもあるO

(r¥) 石英輝禄岩 CQuartz DiabaseJ

布部東方築紫岳を作る灰禄色の岩石で，東麓のものは輝禄岩構造明らかで

部分的に著しく微文像構造が見られるが，頂上のものは細粒である。

鏡下では曹灰長石が大部分で石英，緑泥石，角肉石3 黒雲母，磁鉄鉱が認められる c

輝禄岩類噴出の時期は芦別岳輝緑凝灰岩層 CSr・2J と同時期の熔岩流のほ

か，岩脈を成すものは恐らく中部蝦夷層群土佐積前と見倣されよう。しかし，

たゐ十梨別川支流森田の沢に沿いて中部自民夷層群をぬいているものがあるら
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しいから，将来の比較研究を要する。

(4) 中性岩類 [An]

安山岩 (Andesite) の小さな岩脈が胞団昇により山部の東南から知られて

v、る。

鏡下では半品質で，時 i亡流状構造を成す石基中に曹灰長石，角閃石じそれから変化

した緑泥石，輝石等が認、グ〉られる。時代未詳。

空知層群上部層群中の硬砂岩及び同機質部には功岩の岩片が認められるO

下部及び、中部蝦夷層群の砂岩や牒岩中にも安山岩々片は認められる。

(5) 酸性岩類 [Lp]

本岩には岩床状の産状を示すものと熔岩流様を示すものとあるO

(イ)流紋岩岩床 (Liparite Sheet)
註 43)

把田昇によれば，山部東方演習林鳥居沢林道をオンコの沢に下りたところ

の下流に jないて，中部蝦夷層群中部に岩床状に産する一見砂岩様に見える灰

白色の岩石である O

鏡下では珠璃質石基;7)中に石英及び中性長石が黒雲母，磁鉄鉱を伴なって見られる D

その貫入時期は未詳 c

(同流紋岩熔岩 (Liparite Lava]

灰白色粗訟な岩石で，鯨岡~海鼠山方面，東山等では板状節理が著しい。

布ネし別川の一部では黒褐色攻璃質のレンズカヨ流状構造を示す O

鏡下では最も多、、ものは自形の斜長石で， An34~40 ほ r で， っ、、で白形または半白

形の石英，下ヲて黒雲母?よそれに極少量の角閃石が斑品をなして流状構造の破璃質石基

の内に認められる c

本域のほ主ん.J:" 1/4 以上を占める広大な地域を覆ぃ，官良野盆地西方では北方lご鯨岡

の丘陵を作り，盆地東方の台地を覆い十勝岳火山棄の基盤を成すD その噴出の時期は地

形並びに地質の項に示 L たよろに恐らく淀川層の堆積のある時期に対比されるで‘あろ

つ。

内酸性凝灰岩 (Acidic Tuff]

;2;知層群中の珪質岩中には白色の酸性凝灰岩がいろいろの層準に知られ

註 44) 肥田昇: 1944. 前出。

4ラ〉肥田昇: 1944. 前出。
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て:F.?り， それは各地層の項に記したとゐりで (Sr3J ， (Sr4J , eSrsJ に多1ρ

が， (SrgJ の下部にも極く薄いものが見られる。下部蝦夷層群の宮間砂岩層

eLYIJ も大立目謙一郎によれば流枚岩起因であるという。中部蝦夷層群の下

部に近く (MY2Jにも酸性凝灰岩の屑ヰーがある。

℃ 地質構造及び地史の考察(断面参照〉

本域を通覧するに，宮良野盆地という若い構造とその形成期を除いて基盤

構造を見ると，中部蝦夷層群堆積前の構造と，川端層堆積後の構造のあるの

に気がつく。特に後者は著しく，本域を南北に，更にいくつかの構造単位に

分けているO な去精しくそれを見れば，この時期の背斜，向斜の生じた位置

についても既に前者の影響していることを知るO

川端層堆積後~準平原固形成前の構造を大別すると次のようである。

(1)芦別一萱川向斜東翼部

矢部長克1.)'，)が石狩炭田大構造の研究に当り認めた構造単位の束の翼部は，

木図幅西北隅から西側に沿って狭い区域に見られ，空知層群:上部から上の地

層がな.:t-むね整然と直立または逆転して重なりあっているO 北部では中部蝦

夷層群の不整合下の構造が窺われる。南方では夕張岳街上断層に近づけば、小

裡品断層が多〈構造錯雑としてくる。そこでは中部蝦夷層群基底部は室長日

層群 (SrgJ の最上部層に重なる。

(空〉 夕張岳衝上片

夕張山脈の西伊、I]の高いところを限るようにやや西に出た弓形をなした断層

が前述のドi]斜部の東を限っているO 悲芦別川支流上流，主夕張川上流，同支

流四段、花の沢本流及び、支流 L金山越えの沢1 等で見ると，北で、は 70
0
ぐらい

東に傾〈ょうであるが，南では直立に近い束傾斜と思われる程度の街上断層

である。

この東に来るものは主として空会日層群下部から構成される地域で，沿ゐむ

ね一つの大きな背斜を成すものと考えられる。北部では背斜軸部に近いと思

われるあたりに街上断層があり，東の街上片には蛇紋岩の大塊とこれに伴た
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う優白岩々脈が貫ぬいているO しかし南では蛇紋岩の小露出が知られるだけ

であるが，その東には次に記す芦別岳街上片の西方移行に当り押出されたよ

うた鉢盛岳街上片を有する。

(3) 芦別岳衝上片

芦日 j岳を中心として西に弓を張。たように芦別山塊の高所の大部分の西を

限る芦別岳衛上断層を以て夕張岳街上片の上にのしかかっている部分で，北

半はその上部構造を示し複雑に断層で切られているが，その北の方で、はー下部

蝦夷層群以上は小さく 2 個以上の認曲を示すが，東半部を見ると，北に沈む

幅の広い緩い背斜を斜に切って束ほど下部が出ている形であろう。その南の

方では御茶岳附近に背斜軸があり，束の翼部が主体となっている O

芦別岳を中心とする地域は比較的緩やかに大きな招油をして沿り，その軸

部は芦別岳附近にあるもののようである O したがって，その東翼部が主体と

たっている。ユーフレ沢， 21 線沢は多くの走向断層により構造は錯雑として

いるが， 25 線沢ではこの背斜の東翼部がよく見られる O

森田の沢上流部では西翼に断層を伴たって 1 背斜が見られるが，これがこ

の衝上片の主体をたす背斜では友く，本体はその西の 1，434 ill 峰を作る珪質

岩層との聞に再び、作ると見倣される背斜であろう。

本街上片の南部は 2.5 線沢砂岩層 CSr 4J の作る緩い背斜で，森田の沢の中

には偽窓状部を有し，夕張岳・の街上片の東翼部が現われている O また，街上

の前面にこの移行に伴たって動かしたように見受けられる鉢盛岳街上片があ

る。

森田の沢偽窓状部は，滝の沢にゐける観察では本当の意味の筒上片下の窓

ではなく，地質図上では地溝部のように見えるが，その構成地層は芦別岳の

東麓を構成するものとは異たり I) ， 実際には地塁的な成因で

が出現したものと見 f倣故される O

以上の地塊の西を限る芦別岳筒上断層は御茶店と極楽平の聞の低地から北

東には全く一直線に地形的にも明瞭た断層棋があって追跡容易で、あるが，そ

の断層面は蛇紋岩の青クズレが谷間に押出してきているために観察できな
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い。地形的な観察ではほとんど垂直のよう左印象を受けるO 御茶店から南方

では芦別川上流北部まではこの線を追跡できるが， それから先は明瞭で、危

い。芦別川左投の上流に~いては芦別岳の~i南震に一つの明瞭な地形的差異

が， 1〆134m 峰の方に向っている。森田の沢支流滝の沢では正断層に切られて

25 線沢砂岩層が出現するが，その上流部には 30° ほどの緩傾斜で下部空知層

群上部の (Sr心部回の陸12岩上に街上している部分が lE断層に接して残存し

ている。

た者地質図に示しである各断層の性質から判断するに本街上片を作る背斜

は中央部が他に比して特にぬきんでて膨れ出した形のもので，芦別j 岳輝緑凝

灰岩屑 (Sr2) の取る形を考えてみれば，それは恰も箱庭の富士山のようた形

をしていたものであったと考察されるO これが次に記すように山部川向斜部

を越えて西方に移行してきた布部~十梨日Ij背斜部の構造の頂部に相当すると

考えられなければ危らないものであるO

(4) 富夏野衝上片

富良野盆地の西側を縁どって南北に速なり山部川の谷に入る市で，西は富

良野街上断層を以て限られ，主として中部蝦夷層群から成る O しかしこの帯

の特徴は主 rr第三紀挟炭層を伴なう点にある。ユーフレ沢以北は束への単斜で

地層整然としているが，それより南では多くの走向断層を有し，その間に新

第三紀層を扶み込んで、いるが，基盤をなす自主系は向斜をなしていたであろ

うととが十分うかがえる。この部分を山部川向斜古 Eと呼ぶ。

さて，この構造が正断層で落込んだ芦別日筒上片の主体をなす背斜の束に

続く向斜部であるか，それとも街上断層で芦別店街上片の下から押し上って

きたところの，夕張店街上片の主体をなす背斜の束にあって，芦日 IJ 民筒上片

をたす背斜との中間にあった向斜部であるかという問題がある O

今この構迭の北部を見ると，中部蝦夷層群の分布は芦別岳街上片上の背斜

に伴たった同層群のとっていたであろうところの分布や構造とは無関係で、，

むしろ夕張民街上片や芦別~苛川向斜に近縁に見られる O また山部川向斜部

の幅は中部蝦夷層群の全層厚にも 7えばないところに向斜構造の模様を示し，
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部分的たがら各層準が存在して拾わ街上断層の集合のように見受けられる。

もしとれが芦別 15筒上片に属さないで，その下に在ったものであるならば，

芦別店街上断層と山部川向斜却の束を限り空知層群の出現する断層を同一性

質のものと見るときに，山市川向斜部内の各断層は全部，宮良野断層を Sole

Fault としてその上で東からつぎつぎに生じて西へ押し上って行き積み重怒

っていったものと解されるO この見透しにしたがってもとの向斜部を復元し

てみると，第 E 図版に示すような般大な向斜とたるO そして東方のサンドウ

イツチ構造1九りもまた同じ性質の断屑で一度に説明されることを知る。

(5) 布部~十梨間背斜(第 E 園版〕

富良野盆地の東側を縁どり主として芦日!日輝禄凝灰岩層から成る地帯で，

北方布 tL~ljj[f-- 布部川間で考えられる構造は狭い急た背斜で、あるが，山部東

方石綿産地にくると，かなりゆったりとしたドーム構遣が見られ，その南で

は東翼部のみが見られ，四翼部は富良野構造盆地の中に失われている。図幅

南限に近くなると芦別日輝禄凝灰岩層 (8 1' 2) の間に向斜構造を示す下部蝦夷

層群 (LYI 及び、 LY2) をサンドウィッチ構造状に挟み込んで、いて，富良野街

上片との問の関係が簡単なものではないことを示す。この構造はそのまま南

方十梨別川の中にまで続いていくことが認められる。この背斜は一応芦別街

上片の根と見倣し得ると思われるが，この東にある走向断層のために上部空

知層群の岩相変化の様を比較できないために決定的なことが言えないのを遺

憾とする O

(6) 下金山向斜部

前記背斜の東にあって，その境は大きな走向正断屑を以てし，東はまた断

層を以て次の構造単位に按ずる落込んだ、地域で，中古防、ら北部にかけては西

寄りに 1 向斜があり，中部にはオンコの沢~山東沢背斜とその京には上部蝦

夷層群~ CUYIJ の項に記したよろな 2， 3 の小摺油から成る構遣を有する下金

山向斜〔狭義 1 があるが，南部に来るとオンコの沢~山長沢背斜はその西翼

部を失い，東翼は，下部蝦夷層'Rt二は小認曲を示すが，中部蝦夷屑併は割合単

純に下金山向斜〔狭義〕を作っているもののごとく見受けら ~L る O
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ぐ7) 来確認舟底猷部

東山市街地と熊の沢市街地〔ちょろど本図幅東限を出?とところで東山一幾

寅一軒広何道と老節布からの道の交点) r自の西達布川の南は露出忠〈十分確

かめ得なかったが，一つの舟底状の構造があるらしい。それとその西の F金

山二股沢の東の西傾斜単斜部との連絡し方が全く不明で、あるO この部分は金

山図幅の藤の沢内の調査が十分行われるまではとのままにして台〈よりいた

し方がない。

以上の情:造単位を要約すれば，基本的には芦日IJ---賛川向斜の東に夕張岳街

上片となった 1 背斜とその束に連たる山部川向斜部に続いて布部~十梨別背

斜，下金山向斜と東部の未確認地域ということになるO それらが作り上げた

複雑た構造を切って新しく富良野盆地が生じているわけであるO

さて先に述べた各単位は，いすτれも川端層堆積後の運動によるもので，夕

張山脈の準平原面のできる前のものであるが，そのうちにも新旧のII民が認め

られ，宮良野街上のごとき，あるいは森田の沢の東西の断層のごときは明ら

かに芦別J We街上片移行後のものであるO そこで注意しなければならないこと

は，当域の川端居は下部のあf~炭層のみで，上部の礁を主体とするものが見ら

れないことである。

それから中部蝦夷層群堆積前に現在夕張店街と片になっている部分のあた

りに既に古い背斜が存在していたことが，その不整合下に来る各地層の出現

の規則Jtt7J"ら推定できることと，下部蝦夷層群の砂岩中に結品片岩々片が見

られることである。

そこて地史の考察を述べる。

室長日層群の坑演を始める前の地形及び、基盤については現状に才よいては考察

し得ない。ただ定知層群の中には著しい不整合を認め得ーないから，下部蝦夷

層群中に発見される結品片岩岩片を生じた造山運動の後に堆積を始めたもの

のようである。それは地[占j斜的た堆積で佳質岩，輝緑凝灰岩，枕状:溶岩等一

応具全というところであれその厚さは 1 ，700 m ほどにはたるであろう。

つぎに限 i生凝灰岩の噴出を見るところに|壇上からの物質補供も著しくな
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り，一部は非常に浅くたったらしく粗悪炭があるようになった。しかし再び

前と同じようた状態となったが今回は厚い珪質岩が主体とたり輝禄凝灰岩及

び枕状熔岩は少し輝禄岩噴出の末期には安山岩も噴出するようになったこ

とが硬砂岩の内容に知られる。その安山岩々片の聞を埋めたり，砂岩に混じ

たり，あるいは単独で嫡状石灰岩を作ったりする鯛状構造の石灰粒が見られ

海の浅さを示す。それらの核をなして珊瑚片，蘇虫類片，石灰藻片等が認め

られ，そのうちには時代の推定に役立つものがあるO 一般に空会日層群の岩石

には放散虫化石が豊富に発見される。

鰯状石灰岩を産する層準!付近になると，白色陸岩のように見える酸性凝灰

岩が見られる。そして堆積環境は次第に陸源のものを増してきて厚い珪質頁

岩の堆積をするようになり遂には黒色頁岩に移り砂岩を交え，植物片を伴な

う厚い砂岩を堆積するに至り放散虫は姿を消してしまう。との時期には陸上

に jないては既に前の造山運動の結果である結晶片岩を露出するに至ったし，

パース石，徴斜長石等から花自岩質岩の露出も察せられる。とれをもって下

部蝦夷層群に入ったものとするO 上部空知層群もまた下部に訟とらや西部で

は 1 ，400m ほ左もある厚い累層である。

これについで、は砂岩頁岩の薄一互層から成るいわゆる“フリヅシュ型"堆積

物で，一般に化石に乏しいが，その間に丁度条件の良いととろには高等有孔

虫オルピトリナを始め特異な厚歯糠悶類，珊瑚，石灰藻等から成る礁を作っ

?と o これらの古生物からその時代は Aptian 期と考えられている。この石灰

岩を堆積するような暖かな浅海の折に場所によっては砂岩のか註り厚いもの

を堆積しているし，木域内では石灰岩の基底部にチャートの円礁を有すると

とろもある。

この時期の終りに一つの地変があって抱曲をし断層を生じている。そして

ある期間陸化していたものと解される139)。

今次の調査で明らかにたったとの不整合面の様子から見ると，先に筆者lGO)

が疑うて jないたところの登川図幅101) 内に:t:>ける清風山層と室長日層群の問の

関係は， やはりこのような不整合である可能性をますます増したようであ
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る。

新たな海侵はほとんど平坦化したところに侵入して来て，先す=砂岩機岩に

始わついで、単調た暗灰色の泥岩相となり，時には板状を示したりするが，

下部に酸性凝灰岩の層準を見せるだけで，当域では 1，400--1,600 m 主夕張川

では 2，400 m 以上の厚い堆積を示す沈降が続くのであるO この時期がその包

蔵する菊石から大体 Albian 期 ·--Cenomanian 期と考えられているO

再び、海は浅くなり，場所によっては 400m にも達する砂岩層を堆積する。

富良野盆地東方では三角介や菊石を産し，山部川上流には石灰質砂岩が見ら

れる。岩相といい化石といい幾春別の三角介砂岩層に相当するもので，しか

もこの上部には再び、単調た泥岩相とたり， 一部に砂岩とのー互層古[与を有し，そ

の産出化石は幾春別の Yezoites 帯の下部に相当する。これ等の時期が大体

Turonian 期に当る。

一般にこの四近にゴないてはこの上には浦河海侵1(2)と言われる Senonian 期

の大海侵の単調た泥岩相が続き，その上に浅海期がつづいていわゆる“函淵

層"が見られるのであるが，当域には見られない。これは堆積しなかったの

ではたし後の削剥の結果当域にjないては見られたくたったのであること

は，本域に隣接する金山市街地南のパンケヤーラ川落合の段丘上の磯層中に

Inoccramussachalincllsis SOKOLOW, InoceramusschmidtiMICHAEL のつ

いた砂岩片が発見されることから明らかである。

白豆紀末または第三紀始めに再び地変が生じた。蛇紋岩はこの時期の道入

と考えられる。

石狩炭田の研究から， r司炭田形成期に jないて当域は陸地であったと見倣さ

れている O 石狩統~幌内統聞に摺曲運動があったかは当域では不明である O

始めて堆積を見るのは新第三系の扶炭層で，当域では明らかにされないが，

前述の占冠炭田で、は傾斜した白空系の構造に無関係に重なっている 1(;8) 。と

の白空系構造の形成期を何処にゐくかということにはいろいろの考え方が可

能であれまた論争されている O

註 46) 松本達郎，橋本立採集。
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当域の新第三系扶炭層は基底部の礁岩を除けば砂岩頁岩互層中に，膨縮常

えにらぬか，あるいは粗悪な炭層を介在し，上部は黒色頁岩を堆積していて，

西方芦別地区の際岩の厚層を有するいわゆる“川端屑"とは対史的たもので

ある O これは当域の複雑な構造を生じた運動がこの時に既に差動的に作用し

始めてきていたものかとも疑われるO 当 i主党の摺曲は次いで、顕著にたり，先中

部蝦夷層?洋地変により生じていた背斜を中核として，また，それが低抗体と

なるためにその東にというように背斜を生じ，それらが次第に成長し.遂に

は西方に街上するに至った。特に東のものは両者の間の向斜部を越えて直接

前面の背斜上に押上っていった。後者の頂部は芦別岳となっているあたりに

あった。とれらの各街上片は続いて正断層により切られ，その後再び、東から

加えられた力で富良野街上やそれに伴なう山部川向斜の切設やサンドウイヅ

チ構造等を生じ，その後に正断層を生じた時期があり，下金山向斜郁の拒組

や内部の断層等・が生じたものであるO 石狩炭田の段雑た構造はこの時期の所

産であろう。

次いで、削利されつづけ準平原面を形成すに至った。この期間が会そらく追

分層堆積期であろう。そしてその末期に上昇し，再び侵蝕が行われたところ

に流紋岩の噴出を見た。これが池田屑末期に近い時期と見ら ~'l るが，淀川層

のどのあたりに対比されてよいか詳かでない。

この流紋岩の噴出後，この上に何段かの面が生じているが，現在木域に見

られるものは麓郷台地の面で，その解析度は青木廉二日[~，田山利三郎Kl)の T

または A 面のように見受けられる。

夕張山脈の上に見られる日礁は一応氷矧に結びつけら i〆Lる可能性がある

が，その時期j をいやれの氷期に相当するものか判定することは当域のみに止

いては不可能で、ある。それらについては地形の項にすでに記した。

麓郷面形成後との上に水系を生じた時には空知川は富良野盆地の部分には

なくて，むしろ老節布一平沢一麓郷一市礼別と流れていた可能性が考えられ

る。その後に富良野盆地を生じ水系は逆流や争奪を行い&知川は盆地内に

入るし，布部川，布ネし別川等も盆地内に注ぐように変った。中野尊正leG) は
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'Viirm 氷期をこの頃に考えているもののようである。もしそうであるたらば，

この後に来る堆積物からが沖積世のものとなる。

そして当域の地支には広く降灰を見ているO

な長参考のために石狩炭田の地質構造の解釈及びその形成期の問題につい

ては主要た二，三の文献を挙げて治く 1川〕。また近年調査されてきた日高造山

運動の造構造史的解釈には“神居古浬帯"という名のもとに本域に関すると

ころがあるので，その交献もまたとこに示す10り。

IV 応用地質

(1) 金，砂金及び砂白金

金鉱床としては北の峰鉱山と称せられたものが昭和 8 年頃に四線沢上流及

び下富良野岳下に採金を目的として開坑探鉱したことがあるにととどまる。

当時の坑口はた者残っているO 探鉱されたところは優白岩地帯である。

砂金及び砂白金は現在稼行されているものはないが，空知川及び、その支流

には少量の砂金及び砂白金は発見される。往時はこれに稼行されたもののご
コガネ オウゴン

とく，砂金山，砂金沢，黄金の沢，黄金の沢等の地名が残ってむり，最後の

二つのうちのいすτれかが石川貞治lGS)p.131 に見られる採金地であろう。大塚

専一 1(;9)の示した地図のサワサンサワ〔サワキンサワの誤りか'? )というのが

コ fネ

黄金の沢に当るらしい。その他砂金産地として，下金山二股沢中流，西達布

川では東山より下流に 2 ヵ所，下金山市街地下の中日 I，シリケショマップ=

山東沢にしるしがつけられている O そして空知川本流産の砂金の分析値は次

のようであったと記す。

Au

Ag

88 .4ラタ J

755%

大塚専一1ワ0〉，大井上義近171) は主夕張]I I上流に砂金を産すると記すO

砂白金に関しては空知郡富良野村産として次の分析値が知られている172)

註 47) 商工省鉱山局分析係分析。
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ように富良野~金山附近は一応白金を産する地域として知られている。

1r 54.13

Os 29.23

Pt 1.66

Pd 1.73

Rh 4.44

eu 1.29

Fe 7.33

Total 99.81

砂金及び砂白金は沿そらく蛇紋岩それ自体の中に含まれていたものである

らしいと考えられている 17 :3)。

(2) 辰砂

大塚専一 174) は~知川本流の砂金に伴たって辰砂の 2 分ぐらいのものが産

することを記している。

筆者は 1932 年北の峰鉱山を訪ねた折，下富良野岳下の探鉱坑道から産した

辰砂の塊の標本を贈られた。これは優白岩中の鉱脈である。

蛇紋岩に伴なう優白岩の接触部に生じた水銀鉱床及び、それから供給された
オンホナイ ホロカナイ

辰砂々鉱は他の地方では恩根内及び幌加内等に知られているが 1t3 〉，あまり大

きな鉱床はないようである O

(3) クローム鎮

石川貞治 17G) はドナクベツ川支流ポロカドナクベツ1fI 2 里余上流に産し

“多からす=小たり"と記す O 附図から察するに，森田の沢でその位置は当然本

域内となるのであるが，附近には母岩となりそうた岩石を見ないので，多分

砂鉱床かとも思われる。

大塚専一 1i 7) は空知川本流の砂金に伴なう砂鉄は夕張川のものと同じであ

ると記すが故に，これも砂クローム鉱の存在を示す O

当図幅北方の蛇紋岩地帯にはクローム気があると土地の人々は言うが，砂

クロ{ム以外は不明である O
註 48)

肥田昇によれば，野沢石綿採鉱現場から数トンに達する塊鉱が数個得られ

註 48) 胞団昇: 1944. 前出。
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たと記され，そのうちのある物について鉱物学的並び、に鉱床学的考察が加え

られているO また布部滝の沢上流の輝緑岩に開坑された探クローム鉱坑道は

結局無かったらしいと記す。

鈴木醇17りは石綿とクローム鉄鉱の共存から両鉱床の成因上ある程度の因果

関係のあることを考慮せねばなるまいと述べている。

(4) 赤錆鏡

石川貞治1~9) によれば，ドナクベツ川落合下流約 1 里の左岸にある小川一一

多分黄金の沢一一採金地から合鉄量 50.14 5~なる赤鉄鉱片を産したと記す。

鉱床的には無価値たものであるO

(5) 硫化鍍鏡

石川貞治180) の記すところによれば，ポロカドナクベツ川の奥二股左投の一

大濠布の上流数百Iの佳岩流石中に本鉱を合めるものありと記す。

馬内川本流では，本図幅の北限に近く，往時銅山として開坑探鉱されたと

ころがある。今次の調査に当り，旧坑口は遂に発見できなかうたが，附近の9

&知層WIと上部に属する桂質岩の屑聞には小さな本鉱の塊がかなり多く発見さ

れるが，まとまって脈を成すものは無い。往時の坑口附近と記憶するあたり

から接触鉱物の柘摺石のある岩石を得た。この対岸には 1932 年の観察では

輝岩の薄い岩脈があった。

(6) 石綿

本域に jまいて核行されている唯一の鉱床で，ほとんど日本全産額の 100μ

を出しているO

稼行地帯は山部~布部聞の束の蛇紋岩地域であるが， 14 線沢の上流にも見

られると土地の人は言うし，大塚専一1S1) によれば主夕張川上流の斑嬬岩地域

に見られることを記すが，いす寸L も稼行価値に乏しいものと思われ，今日ま

で探鉱の対象とはされていない。
訂: 4!J)

石綿鉱床に閣しては鈴木醇とその門下生 }S :2)の精しい研究があり，当域のも，

註 49; 肥田昇: 1944. 古Ij 出。

井上タミ: 194 ラ. 前出。
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のもよく研究されて沿わ種類は温石綿で、あるO

その産状を見るに，蛇紋岩体の周縁部で特に地殻運動により破砕されたと

ころで，しかも岩体の蛇紋化作用の進んだ部分を選んで発達し，その繊維は

h裂緯に直角で、，常に蛇紋岩体との間には例外なく 2mm 前後の厚さの黒壁帯

を有し，便蛇紋石に貫ぬかれている。

富鉱部は最大のもので幅 100m 長さ 300m 以上にも達し， 深さも 80m 以

上あって， 45° ほど東に傾いてむり，山部地方に 4 カ所発見されているO 北の

ものは旧扶桑鉱山保行地域で，現在は野沢鉱山に買収されたが休山している。

中部のものは野沢鉱山で稼行し，東部と南部のものは山部石綿にむいて稼行

している。

採鉱現場に沿いて手選され工場に運ばれた原鉱から石綿採集率は最良でも

'6 ",,10%，普通 2"，， 4 %と称されるから，現場にむける廃石となる蛇紋岩を合め

れば採石総量の 0.4 ""0.6 %の回収率とたるであろう。小関幸治 18:1)は Pay liｭ

mit を 0.15% と算出している O

設 30)

石綿そのものは 3cm にも達する優良たものもあるが，多くの場合は規格 5

D 以下のものが多い。山部地域の石綿産額(小閣幸治調ぺ)を示せば、下のと

者りである。

19391J94011941 194211 問 II 矧 11945 1194611947 II 朔

扶

部桑沢
ト2ンラ ト7ン7 2トラン1 4ト3ン7 6ト3ン7

3401MぺW側面
3ト0ン1 5ト2ンラ 2トランl

里子 一
793 3,099 6,070 863 1,682 2,728

lJJ 一 一
180 999 1,989 236 714 786

た治各社の沿革に関しては北海道の金属鉱業 1S3) を見られたい。同書には

1951 年度までの各社の産額が記されているが，とこに掲げたものと多少の差

コがある。

温石綿の成生機構に関しては二様の考察が行われている O それは温石綿鉱

床の探鉱に関連する ζ とと恩われるので，誤って要約することを恐れ，ここ

註 50) 石綿の規格は非常に多く，精しくは鈴木酔 IS- I)を見られたい。
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には敢えて紹介しないゆえに文献に示すところの原著18のを参照して研究さ

れんととを望むO ただ両者を通じて言い得ることは，探鉱上の重要なことは，

蛇紋化作用の進んだところが探鉱の対象となること，裂擦や節理，これに支

配されていると見倣される蛇紋岩の分業岩脈の方向，傾斜等が手掛りとなる

ことである。

(7) 石茨

付) 14線運支流翼運

空知層群上部の最下部層である 25 線沢砂岩層 (Srρ 中に合まれ山丈 30

em で右岸山腹に約 25m ほど続いて露出するが， もとより稼行価値はない。

参考までに柱状図を示すO

暗灰色細粒砂岩 16cm

石炭

暗灰色細粒砂岩

山石 炭

丈暗灰色細粒砂岩

当炭質砂泥岩

2合炭質物砂岩
炭質所.泥岩

合炭質物跡泥岩

1
3
3
2
1

ラ
戸
う

O

暗灰色跡泥岩 8

暗灰色泥岩 3

暗灰色細粒砂岩 (10cm) と炭質頁岩 (0.5 cm) の互層

(めその他の中生界中の農質物

白望系の中には稀に良質の薄炭層を見ることがあるが，い宇れも薄きにす

ぎ稼行価値を認めない。ちなみにその場所を示せば、，山根新次187) の挙げたも

のに，山部川と峰泊沢の落合から山部川を約 200m 上った砂岩頁岩互層中と，

な:t:;-そり上流 2，000 m の砂岩中のものがある。

森田の沢支流桔梗沢落附近から上流にある炭質物は，奈英川陸質貰岩層

(Sr9) の中のものである。その他石炭層としては取りあげ得たい塊状炭質物

を見出される地層は白空系の富問砂岩層 CLY1) や笠森沢砂岩機岩層 CMY1))

馬内川頁岩層 (MY2) 等がある。

付 山部川支流熊居濃くまたは熊の濯〉の右炭
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現在では第三紀層の露出はほとんど無いし，語そら〈掘出されたであろろ

ズリも見当らや，したがって旧坑跡の見当もつけられ紅かった。

山根新次188) によれば，滝の上約 200m のところの炭層は頁岩中に扶在され

るというのみで，厚さも炭質も示していたい。そとから 250m 上流のものは

確実た露頭は 1 層で，貝介石を蔵する砂岩の上層にあって砂岩頁岩に介在し，

厚さは 1 尺内外で炭質良好ならやと記す。

両地とも該調査以前に開坑し探炭したことありという。

(8) 石炭石

本図幅に示した石灰岩は，いやれも小レンズで，ほとんどのものが交通不

便の地にあって稼行の対象とはなり得たいであろう。

未分離白豆系の中に発見されるものは白色結品質で，一番品質が良く思わ

れるが，鉱体はあまり大きくは友い。

~知層群上部の奈英川チャート層 (Srs) に含まれるものは嫡状石灰岩で、，

鉱体は著しく小さいものばかりであるO

白望系下部蝦夷層群中のものは苦灰分を相当量に有する。咲日lj川支流耳 II慎

沢の小レンズは，この南へ連続して 3 個のレンズが同一山腹にあるし，一応

土壌改良用の炭酸カルシュームを得る目的ぐらいにはたりそうであるが，咲

別川奥の運材軌道が近く撤収されると聞くから，企業は不可能であろう。

下金山二股沢にゐける転石も一応道立地下資源、調査所の石灰石調査の対象

とされたが，深田淳夫189) は数トンの転石と記しているO

(9) 石材

現在稼行採石されているのは流紋岩熔岩だけであるO 平fj3ctG，~東方や小黒瀬

沢入口等で採石されているO この他にも採石に適しているところは方々に認

められる。

他に石材とたる素質をもっているものに優白岩があるO そのうちのトロン

ニヱム岩は雨龍では龍輝石あるいは耐火花尚岩と称せられ，建築石材とされ

ているので，ここに記してゐく。優白岩は下富良野岳附近，演習林第一苗圃

の南方に広く露われているO 馬内川中流のものは交通も便利で、あるO
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(10) 鍍泉

硫化水素泉を有する鉱泉は本域の中生代層地域の各所に発見されるが，そ

のうちの最多量の湧出をするものは馬内川中流で本図幅北限に近い優白岩の

記号が川を横断しているところである。これはトロンニヱム岩に伴危うもの

で，広く数カ所から流出し，下流 200m ぐらいは川水に味があるほどである。
註 G1)

ell) 地下水

山部市街地五町区内に 20 筒の井戸があるO 深度 40 尺程度のもの 10 箇，

35--37 尺のものが 10 筒にて， 2--3 尺湛7kし，飲料水として汲出すには不自

由はしたいが，一般に 3 月彼岸前後には水不足で、不自由するといわれる。

駅裏手の東洋木材木工場も 40 尺の飲料水井を有し状況は市街地同様。そ

れより西方の新制中学より 1 町西にはもと 80 尺の井戸があり，湛水は 3 尺と

いわれているが，今は、漬されて見られない。しかして，駅の東に当る演習林

官舎にむいては 6--7 尺で上水井を得ているO

以上のよう友事情から，野沢石綿会社に和いては工場用水，社宅給水は礼

振川の鉄橋下に井戸を作り，川水を鴻化してこれに当てているし，東洋木村

の工場用水，風日，消火用水等は地表水にたよっているO
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pp.471~473

21) 杉山敏郎: 194 1.日高系中の合蘇虫類石灰岩の地質時代について 向上，

XLVIII, pp.189~19 ラ

22) 鈴木 醇: 1944. 北海道の地質概観地質・， LI , pp.l ラ-24

23) 根本忠寛: 1940. 北海道地質図 (1/50 万〉北工試.

24) 佐々保雄，根本忠寛，橋本 豆: 19ラ2. 北海道地質図 (1/60 万〉 道庁"総合

開発委.
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2ラ〉 深田淳夫: 1925. 北海道中央山脈に発達する輝緑凝灰岩層中の腕足類にづい

て(要旨〉 地質.， LV, pp.123-124

26) 深田淳夫; 19 引.石狩回全山地方の石灰岩北地問、調報.， 2, pp.8-14

27) 長尾捨ー，小山内照， 11'Q 匂使純: 19 タ2. 石狩 EEl 上川郡市市良野村::ii>山，鹿越お

より、幾訂附近の石灰石鉱床，北開発庁，北海道 j也源調資料， 4 号

28) 佐々保雄， 1支J 正雄，昭和 17 年度 2 年目 ~f: 生: 1943. 石狩炭旧北部の 1 断面

〈要旨〉地質.， 1,1, pp.61-64

29) 橋本 豆: 1936. 前出

30a) 鈴木 酢: 1935. 北海道雨龍産トロンニエム岩 (Trondhjemite) について 岩

磁.， XIV, pp.109-116

1940. 北海道における蛇紋岩中の優白岩について 向上， XXIII, pp.66-

80

1941. 北海道産石綿につ u 、て (I-][) 同上， XXVI, pp.176-189

1949. 超塩基性岩とその附 l遺鉱床地質.， LV , pp.111-113

1950. 木邦超塩基性岩績に附随すーる諸鉱床の生成型式 科学， XX , pp.16ｭ

24

1952.Ultra-BasicRocksandAssociatedOreDepositsofHokkaido, Jaｭ
pan. Jour.Fac.Sci., HokkaidoUniv ・， Ser.IV, VIII, pp.17 ラ-210

鈴木醇，井上タミ: 1948. 温石綿派生成に関する一考察 地質.， LIV , pp・

194-195

斎藤昌之: 1950. 温石綿拡床の形成機構に却する予察的解見 北地要報.， No.

14,pp.8-13

30b) 鈴木 醇: 19ラ la. 北海道の枕状賠岩地質.，LVll , p.319

31) 松本達郎: 1942-43. 前出

32) 竹田秀蔵，橋本 I{: 1949. 北海道自主系の時代民分及び地史の新解釈 石投

誌・， XIV, pp.146-1 ラ3

33) 松本達郎: 19 タ1. g~l 夷居詳王 I~ 門層群地質.， LVII, pp.9ラ-98

34) 矢部長克: 19引. Major GeologicalStructureofthe IshiI 叫ri Coalfield,
Hokkaiclc. Proc.JapanAcad., XXVII, pp.662-6“

35) 位々保雄，根本忠克，橋本立: 1952. 前出

36) 1952. 日本地質学会地層名命名規約 地質.， I~VIII ， pp.112-113

37) 橋本 立: 1936. 前出

38) 大石三郎，藤同一男: 1941.StudiesontheCenozoicPlantsof Hokkaido

andKarahuto.JI.Salvinia natans AL 工IONI fossili~ ち Sub-sp. nov. from

f仁川 ahuto andS.formosaHEERfromHokkaido.Jour.Fac.Sci., Hokkaido
Imp ・ Univ. ， Ser. IV , VI , pp.193-199

1943.ASupplementaryNoteonSahiniaformosaHEER. Ibid., Ser. IV,
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V lJ, pp.67~70

大石三郎: 19ラO. 東亜古植物分類図説

39) 長尼 巧: 1931.前出

40) 大石三郎，藤岡一男: 1944. 樺太及び北海道北部の新第三紀爽炭層並びにその

化石植物群地質.， LJ, pp.64~66

41) 多国文男，津屋弘達: 1927. 十勝岳の爆発 震研葉報・， II, pp.49~84

42) 下村彦一，花井重次，渡辺 光，岡山俊雄，十日山正英: 1934. 地形区 岩波講座

43a) 橋本 五: 1936. 前出

43b) 中野尊正: 1952. 第 4 紀の地形縞年一北海道日高山地主関東低地の例ー

INQUA 日支部紙.， J，pp.II~1 ラ

44) 下村彦-，花井重次，渡辺光，岡山俊雄， tN 山 IE 英: 1934. "HI!出

4ラ) 下村彦一，花井重次，渡辺光，岡山;更地， ttl 山正英: 1934. 前出

46) 多国文男，津屋弘達: 1927: 前出

47) 橋本 亘: 1936. 前出

48) 大立目謙一郎: 1940. 前出

49) 中野尊正: 1952. 前出

ラ0) 橋本 立: 1936. 前出

ラ I) 佐々保雄: 1934.GlaCIalTopographyintheHidakaMountainRange,
Hokkaldo.Proc.Imp ・ Acad. ， X , pp, 218~221

ラ2) 昆問時夫: 19ラ2. 第四紀地学叢書， 3

ラ3) 中野尊正: 1952. 前出

54) 捺 正雄: 19ラ3~1~2. 北海タイムス朝刊

55) 橋本 瓦: 1936. 前出

ラ6) 多国文男，津屋弘達: 1927. 前出

ラ7) 青木康二郎，田山利三郎: 1930. 関東構造盆地特にその西北部の地形及び地質

につρて 斎藤報恩会学術研究報告， 8

58) 橋本 五: 1936. 前出

ラ9) 多国文男，津屋:弘達: 1927. 前出

60) 多国丈男，津尾弘遼: 1927. 前出

61) 下村彦一，花井重次，渡辺光，岡山俊雄，柏山正英: 1934. 前出

62) 橋本 立: 1936. 前出

63) 橋本 五: 1936. 前出

64) 大立目謙一郎: 1940. 前出

65) 中野尊正: 1952. 前出

66) 橋本 五: 1936. 前出

67) 多田文男，津屋弘達: 1927. 前出

下村彦一，花井重次，渡辺光，岡山俊雄，柏山 E英: 1934. 前出
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(8) 中野尊正: 19ラ2. 前出

(9) 田代修一: 19 引.石狩炭田の地質構造に関する一考察北炭技会・， jill 質部会

高足彰平: 1952. 石狩炭田(特に夕張炭田〉における幌内層の層序と地質構

浩Jこ関する研究同上

70) 橋本 立: 19 ラ2b. 十時国然別発電計画地域の地質北地要報.， 20.pp.7-13

71) 橋本 五: 1936. 前出

72) 中野尊正: 1952. 前出

73) 松本達郎: 1942-44. 前出

74) 原田準平: 1939. 北海道における蛇紋岩刀道入に関する一新事実 地質.，

XI.NI, p.57ラ

75) 舟橋三男，橋本誠二: 19 引.日高帯の地質 地図研専報.

76) 橋本 瓦: 1936. 前出

77) 鈴木 醇: 1939. 御荷鉾系及び神居古揮系の岩石学的研究学振.，第 6 委.，

研究抄録， I

78) 大立目謙一郎: 1940. 前出

長尾捨一，小山内照，沼匂俊縄: 1952. 前出

79) 佐々保雄， ~是 正雄，昭和 17 年度 2 年目学生: 1943. 前出

80) 橋本 正: 1936. 前出

<3 1) 橋本 立: 1936. 前出

<32) 大立目謙一郎: 1940. 前出

<3 3) 松本達郎: 194 1.前出

84) 松本達郎: 1942-43. 前出

8ラ〉 大立目謙一郎: 1940. 前出

86) 大立目

87η 〉 矢割部:長克: 1円9引.前出

<3 8) 松本達郎: 1941 , 1942-43. 前出

89) 橋本 亘: 1936. 前出

90) 鈴木 醇: 1951a. 前向

91) 橋本 立: 1952a. 前出

92) 大立目謙一郎: 1940. 前出

93) 大立目謙一郎: 1910. 前出

94) 松本達郎: 194 1.前出

95) 松本達郎: 1942-43. 前出

96) 松本述郎: 1942-43. 前出

97) 橋本 五: 1936. 19 ラ2a. 前出

98) 松本達郎: 194 1.前出

99) 松本達郎: 1942-43. 前出
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100) 松本達郎: 194 1.前出

101) 松本達郎: 1942-43. 前出

102) 秘本達郎: 194 1.前出

103) 松本達郎: 1942-43. 前出

104) 橋本 豆: 1936. 前出

10力松本達郎: 194 1.前出

10力松本達郎: 1942-43. 前出

106) 大立日謙一郎: 1940. 前出

107) 橋本 立: 1936. 前出

108) 大立目謙一郎: 1940. 前出

109) 松本達郎: 194 1.前出

110) 松本達郎: 1942-43. 前出

111) 松本達郎: 195 1.前出

112) 橋本 立: 1936. 前出

113) 大立日諏一郎: 1940. 前出

114) 松本逮郎: 19·1 1.前出

11 ラ〉松本達郎: 1942-43. 前出

116) 大立日誌一郎: 1940. 前出

117) 橋本 五: 1936. 前出

118) 大立日謙一郎: 1940. 前出

119) 松本達郎: 194 1.前出

120) 松本達郎: 1942-43. 前出

121) 長足 巧: 1932a. 前出

1932b. OccurrenceofToucasiaintheLoτve l' Cretaceousof.Ja pan ・ Proc.

Imp.Acad., VIII, pp.511-514
1933a.ANewVarietyofToucasiacarinata(MATHERON)fromtheLower

CretaceousofJapan. .Jour.Fac.Sci., HokkaidoImp.DniY. ，長 r. IV, II ,

pp・ 163-167

122) 江口元起: 1951.1¥'1esozoic Hexacoral 弓 from Japan. Sci.Rep.Tohoku

Dni..., 2ndSCI'. (Qeol.), XXIV, pp.1-96

123) 橋本 立: 1936. 前出

124) 大立目諒一郎: 1940. 前出

12 力松本達郎: 194 1.前出

126) 松本達郎: 1942-43. 前出

127) 橋本 兄: 1936. 前出

128) 山松新次: 191 1.前出

129) 橋本 正: 1936. 前出
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130) 松本達郎: 194 1.前出

131) 松本達郎: 1942-43. 前出

132) 橋本 豆: 1936. 前出

13わ橋本 豆: 1936. 前出

134) 長尾巧，斎藤林次，松本達郎: 1938. 北海道幾春別川筋自主系の層序地質.，

XLV, pp.2男-263

13ラ〉山根新次: 191 1.前出

136) 村田 析: 193 1.前出

137) 橋本 亘: 1936. 前田

138) 長尾 巧: 193 1.前出

139) 大石三t! B，藤岡一男: 194 1.前出

140) 大石三郎，藤岡一男: 1943. 前出

141) 大石三郎，藤岡一男: 1944. 前出

142) 多国文男，津屋弘達: 1927. 前出

143) 橋本 豆: 19 ラ2b. 前出

144) 橋本 豆: 1936. 前出

14 わ橋本 豆: 1936. 前出

146) 中野尊正: 19 ラ2. 前出

147) 山根新次: 191 1.前出

148a) 中野尊 iE: 1952. 前出

148b) 中野尊正: 1952. 前出

149) 橋本 亘: 1936. 前出

l ラ0) 松本達郎: 1942-43. 前出

151) 鈴木 醇: 1952. 前出

1 ラ2) 香山 勲，入江俊勝: 1950. 石炭中の無機成分の分布〈第二報〕 新生代の研究

3, pp.1-16
香山 勲，香山 翠: 195 1.石炭中の無機成分の分布についてぐ第三報〉同上，

10, pp.10-11
1 ラ3) 佐藤 茂，清原清人，鈴木泰輔: 19 日O. 北海道山部炭田占冠地区及び穂別地区

調査地調月報.， I , pp.44-49

154) 矢部長克: 1927. 前出

松本達郎: 1942-43. 前出

i ララ〉鈴木 醇: 193 ラ.前出

1 ラ6) 鈴木 醇: 195 1.前出

157) 矢部長克: 19 ラ2. 前出

1 ラ8) 松本達郎，勘米良亀齢: 19 ラ2. 球磨川下流々域 九大地 0' 巡検案内書

店9) 竹田秀蔵，橋本立: 1949. 前出
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160) 橋本 正: 1952a. 前出

161) 根本忠寛，三本杉巳代治，水口文作: 1942. 登川図幅 北工試.，地調報，ラ

162) 松本達郎: 1940-41.OntheUrakawaTransgressioninJapan. 矢部教授

還暦記念論文集， II , pp.743-749

163) 佐藤茂，清原清人，鈴木泰輔: 1950. 前田

164) 青木廉二郎，岡山利三郎: 1930. 前出

16 わ中野尊正: 1952. 前出

166) 長尾 巧: 1933b. “ Nappes" and“ Klippes" inCentralHokkaido.Proc.

Imp ・ Acad. ， IX, pp.101-104
1937.Tertiary Orogeny in Hokkaido, Japan. Ab 虫tr. Paper, Intun.
XVII.Geo!.Congr., Moscow, p.I ラ9

1938.TertiaryOrogenyinHokkaido. Jour.Fac.Sci., HokkaidoImp.
Uni". , Ser.IV, IV, pp.23-30

1940-4 1.札幌~苫小牧低地帯〈石狩低地帯〉 矢部教授還暦記念論文集， II ,

pp.677-694

大立目謙一郎: 1940-41. 石狩炭岡市部の推被街上構造の新事実にヲ ν 、て 同

上.， II , pp.973-988

195 1.夕張炭田夕張地方の地質構造特にその推し被せ構造 lくづ ν 、て 北地

要報.， No.18

矢部長克: 19 ラI.前出

167) 舟橋三男，橋本誠二: 19引.前出

舟橋三男: 19引.日高帯と神居古淳帯 :l) 岩石地球科学， 4

168) 石川貞治: 1896. 前出

169) 大塚専一: 1898. 前出

170) 大塚専一: 1898. 前出

171) 大井上義近: 1907. 前出

172) 松本 彬: 1926. 北海道における所謂砂白金の組成 日鉱.， XLII , p.743

173) 鈴木 醇: 19 ラ2. 前出

174) 大塚専一: 1898. 前出

175) 鈴木 醇: 1952. 前出 なお原田準平，村田析等;土木文献にあれば-省略する

176) 石川貞治: 1896. 前出

177) 大塚専一: 1898. 前出

178) 鈴木 醇: 19 ラ lb. 石綿くアスベスト〉北地要報 0' 18, pp.21-26

179) 石川貞治: 1896. 前出

180) 石川貞治: 1896. 前出

181) 大塚専一: 1898. 前出

182) 鈴木 醇: 文献 30a) 及び 17 ラ〉を見よ
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183) 小関幸治: 1950. 北海道布部~山部附近の温石綿鉱床調査報台 地調月報"

II, pp.203~208
184) 鈴木 醇: 19 ラ lb. 前出

18 ラ〉 北海道鉱業会: 19 ラ2. 北海道の金属鉱業

186) 鈴木 醇: 19 ラ2. 前出

鈴木醇，井上タミ: 1948. 前出

斎藤昌之: 1950. 前出

187) 山根新次: 191 1.前出

188) 山根新次: 191 1.前出

189) 深閏淳夫: 195 1.前出

190) 鈴木 醇: 1935. 前出
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EXPLANATORY TEXT

OF THE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale1:50,000

YAMABE

By

'Vataru Hashimoto

Resume

GEOLOGY

Theareacoveredbythisgeologicalmapissituatedonthecentral

partofHokkaido.

Thesouthernendofthewedge-shapedFuranoBasindivideSthearea

intotwomountainousparts; theRokugoplateauontheeastandthe

Yubaridakemountainrange011thewest.

Thegeologicalformationsrecogllizedinthisareaare:

1 UndifferentiatedPre-CretaceousFormation.

2 Jurasso-Cretaceous SorachiGroup

3 Cretaceous YezoGroup

4 NeogeneTertiary KanayamaCoal-bearingBeds

Koganeno::awaBeds.

5 Quaternary

1 UndifferentiatedPre-CretaceousFormation. Thisformation

whichismetwithinthesoutheasternpartofthearea, consistsofchert,
schalsteinandslaticrocks. A smalllensofcrystallinelimestoneis

intercalatedinthisformation. Thesubdivisionoftheformationis

impossibleandthegeneralgeologicalstructureoftheformationisstill
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uncertaintoo, duetothelackingofexposure.Ageuncertain.
2 SorachiGroup. ThisgroupissubdividedintotwoSUb-groups;

thelow げ forms theeasternwingoftheShimokanayamasynclinalpart

onthecastandtheNunobe-Tonashibetsuanticlineborderingtheeastern

partoftheFuranobasininthecentralpart, andappearsinandforms
thedivideoftheYubarimountainrangeonthewest. Athickformation

ofvolcanicorigin, suchasdiabasicordoreliticlavapartiallyinpillowform,
agglomerateand schalstein, isthechiefmemberandoccupiesthemiddle
partofthelowergroup. Onthecontrally, theuppergroupconsistsof
mostlychertyrocks withsubordinate amountofschalsteinandpillow

lava. A thickformationofbluishwhitesandstone, theNijiigosenzawa
Sandstone, marksthebaseoftheuppergroupandathickmonotonous
siliceousmudstonemarksthetop. AndesiticgreywackeEandstone, andesitic
conglomeratecementedwithooliticlimestoneandsmalllensesofoolitic

limestonewithcalcareousalgae, namely, PycnoporidiumlobatumYABEct
TOYAMAandNipponophyxramosusYABEetTOYAMA, characterizethe.
middlepartoftheuppergroup.Thegeologicalageoftheabovementioned

ooliticlimestoneisconsideredtobeyoungerJurassic.

3 YezoGroup. Thisgroupissubdividedintothreesub-groups.

TheTomitoiSandstone, thebasalmemberofthelowerYezoGroup
conformablyoverliestheabovementionedsiliceousmudstonememberof

theUpper Sorachi group, andisoverlainbythe ShimanoshitaShale.

ThelatterformatiOl:lconsistsofdarksandstoneandblackshaleinthin

alternationandintercalatessmall lensesoforganiclimestoneyielding

Orbitolinadiscoidea-conoidea val'. ezoensis YABE et HANZAWA, some
pachiodont bivalves, corals, calcareousalgaeetc.asshowninp.33.The
geologicalageoftheformationisconsideredtobe Aptianduetothe

speciesofOrbitolinaandothers.

TheMiddleYezoGroupclino-unconformablyoverliesthefaultedand

foldedsedimentsofabovementionedgroupswithathickbaEalsandstone

andconglomeratecalledtheKaEamorizawaSandstoneandConglomerate.

Athickmudstonefaciesmorethan1,000m followsthebasalmemberand

yieldsMortoniceras(Pen,jnquieria) imaii(YAREetSHIMIZU)initslower
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part,Desmoceras(Pseudouh1igella)japonicaYABEinitsupperpart, andis

transitionallysucceededbythenextyoungerformationofsandstonefacies

yielding Trigonia hokkaidoanaYEHARA which formationisin turn,
conformabllyoverlainbyathickmonotonousmudstonefaeeisoftheUpper

YezoGroup. TheMiddleYezoGrouprangesfromAlbianuptoolder

Turonian. TheupperYezoGroupofthisareayieldsmanyindexfossils

oftheUpperGyliakian stage, oneoftheJapanese ChronologicalUnits
oftheCretaceousPeriodnearlyequivalentstotheTuronianoftheEuropean

standard, such as, Mesopuzosiapacifica:MATUMOTO (MS.), Mesopuzosia ~

yubarense (JIMBO) , PseudaspidocerassorachienseMATUMOTOetHASHI-
M.0TO(MS.) , InoceramushobetsensisNAGAOetMATUMOTO,andInoceramus
incertusJBIBO. Thishorizonis correlated tothelowestpartofthe

“Yezoites Beds"oftheIkushumbetsudistrict.

Nearlyalmostofthemain,part oftheUpperYezoGroupwaseroded

awayfromthisarea.

4 NeogeneTertiary. TheKanayamaCoal-bearingformationisthe

firstdepositiontookplaceon the 丑00 1' composedoftheCretac20usand

Pre-CretaceousrocksinthisareaandisfoundinanarroWfaultedzone

alongtheeasternfootoftheYubarimountainrange. Itconsistsofthe

basal conglomerate, alternationofsandstoneandshalewithcoal seams,
andthickblackmudstone. SalviniapseudoformosaOISHIetHUZIOKA,
oneofthecharacteristicmembersoftheKawabataFloraoflowerMiocene

w焔 once collectedfromthetypelocalityofthisformationsituatedonthe

southoftheKumallosawa, asmalltributaryoftheYamabp-gawa, where
thecoalseamsoftheformationwasonceprospectedbutfailed. Itisa

veryinterestingfactthatthecoal-bearingformationyieldingtheKawabata

florain this 五eld lacksthe thick conglomeratic facies which is the

characteristicmemberoftheKawabataformationdevelopedinthewest

oftheYubarimountainrange

A verysmallareawheretheformationconsistingofDacitetuffand

gravelismetwithontherigntbankoftheKoganenosawastream, south

ofShimokanayama. ProbablybePlioceneinage.

5 Quaternary. Aboulderdepositsismetwithonthesurfaceofthe
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erosionremnantsofapeneplainaroundthewaterdivideoftheYubaridake

mountainrangeandisestimatedtobeaproductofsevereerosionduring

theIceAge. Althoughnoglacialtopographyhashecnfoundonthe

Yuharidakemountainrangewhichhasseveralpeakshigherthan 1,400 ill

butadoubtfulone OIl thesummitoftheAshibetsudake 1,726.9 m in

height(seePI.V，五 g.2) ， therearemanycirqueshavebeenreported

fromtheHidakamountainrange, ataheightof1,400--1,600m. Onthe

otherhand, aterracedepositolderthantheYamabealluvialfanissaid
mayprobablyberefferabletotheHidakaIceAge, probablytheWiirm.
Igneousrocksfoundinthisareaareasfollows:

SerpentinewhichismetwithintheAshibetsudake Schalstein, the
chiefmemberoftheLowerSorachiGroup, cropsoutintheYamabe
region, ontheeast, :¥lt.Shimofuranodakeregiononthenorthernpartof
theYubarimountainrangeandintheregionsouthofMt.Hachimoridake

(1,450m)ofthesamerange.

Leucoclaticswhicharethoughttobeofmagmatic di 丑erentiational

originoftheultra-basicmagma, occurhereand there, formadykeor
largemass,associatedwithorwithoutSerpentine.Tho~e are: Trondhjemite,
Albitophyre, QuartzAlbititeandRodingite.
Pillowlavaswhicharcfound intheSorachi Group, arealready
mentionedabove. Besides them, afewkindsofDiabaseinthedyke
formaremetwithintheSorachiGroup, suchasnormalDiabase, Olivine
andHornblendebearingvarieties, andQuartzDiabase. Thelargestdyke

ofthelastmentioned rock forms Mt. Chikushidakae (581.4m) near

Nunobe.

A verysmalldykeofAndesiteismetwithinasmallvalley, southeast
ofYamabe.

A thin1ipariticsheetismetwithintheOnkonosawa stream, east
ofYamabewithinthel¥IiddleYezoGroup. A hugemassofthe1iparitic

laveflowofyoungerage, probablyupperPlioceI12, occupiesnearlyone

fourthoftheareaontheeasternpartofthisgeologicalmap, andforms
theRokugoPlateau.

Themajorstructuralunitsofthisfieldarc:TheAshibetsu-Nobori-

- 31-



kawasynclinewhichisarrangedinnearly longitudinally, appearsits
eastwingofupwrightoroverturnedCretaceousand.Jurassicstrataalong

thewesternmar 宮in ofthisgeologicalsheet. Theeasternborderofthis

synclineisthrustbythe Yubaridakeoverthrustsheetwhichhasan

anticline. The Ashibetsudake overthrust OIl theeastofthejust

mentionedanticline1下ringing theupperpartoftheNunobe-Tonashibetsu

anticlineoverliestheYamabegawasynclineandthrustovertheeastern

partoftheYubaridakeanticlineontheYubaridakethrustsheet.

AnditsqueezedouttheHachimoridakethrustsheetfromtheeastern

wingoftheYubaridake anticlineatthe southern frontal area.The

Yamabegawasynclineappearsitswesternwingfrombeneathofthe

AshibetsudakethrustsheetwithasolefaultcalledtheFuranothrust

faultatitscentralandnorthernparts, however, appearsitsseverely
disturbedsynclinalpartatthesouthernpartwithaccessorythrustfaults

branchedfromthesolefauIt(seePI.n&GeologicalSection).TheNunobeｷｭ
Tonashibetsuanticline, therootoftheAshibetsudakethrustsheet,
trendinglongitudinallyontheeastofthejustmentionedsynclinewitha

thrustfaultwhichisconcealeditsnorthernpartbytheQuaternary

depositsintheFuranotectonicbasin.Theeasternborderofthisanticline

isboundeddyanormalfauItandcontactwiththe Shimokanayama

synclinalpartofundulatedMeso-Cretaceousstrata.Theundi 妊'erentiated

Pre-Cretaceousareaprobablyformsasynclinelayingonthecastofthesaid

syncline. Therelationbetweenthetwoisstilluncertain.

ThemostimportantmineraldepositinthisdistrictistheAsbestos

inthecastofYamabe. Therearctwominingcompanieshavebeen

succeededtodevelopethedeposits, butonewasabandoned. Theanual

amountsofproductionofthosecompaniessincefrom1939arclistedin

p.66.

Theplacerdepositsofgoldand iJ吋osmine hasbeenrecordedfrom

theseverallocalitiesinthis region, andsomeofthemWere developed,
however, thereisnoworkingplacenow.
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キし犠第It}手子山部関僻説明雲寺

第 3 関版

YAMABE (I斗appor(ト 1 1)

Plat正‘ E

第 I!盟 主義l1lよ哲見た夕張11l.~草花郊の磁側。会手以怒声1lU JIl上流。

Fig.I Thew刊t side0:thenorthernpartoftheYU.BARI1ll0lmtainrangefrolllMT‘ GAKEYAMA. The
leftsideistheupperstre(lIH oftheSOASHI.BETSUGA¥YA‘

第 21泌 山部方言奇から見た夕立長11l~泉北郊の来線110 IE磁 iよユ戸アレ訳。

Fig.2 TI 陀 east sideviewofthenorthernp為rt ofthe YUBARIlll{)1JJltainnlllgcfrom YAMABE.

Thefrontisthe YUFUREZAWA.
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札幌第 16 号山部図幅説明書

第 4 図版

YA1¥IAB1<:(Sapporo-16)

Ph.山 W

第 l 図 夫婦岩西より西を望む。左は鉾ケ峰 (1 ，493 Ill)，白いのは崖山，正面謹芦別川。

Fig.1 ThewestwardviewfrolllthewestofMEOTOIWA. ThePeakontheleft 日ide isIIOKOGAｭ

l\lINE, thewhitecliffisGAKEYAMA , nIH:thefrontisthe ROARHIBET おVGA WAvalley.

第 2 凶 第 l 凶の左に連なる部分，正面は芦別川上流，左手遠方は 1 ，43 ラ m 峰

Fig.2 Theviewcontinuedtoth む left sideofthenbovepicture. ThefrontistheupperstrC:l1llofthe

ARHIBETRVGA 、，VA ， :mdtheW('stif'theJ，43ラ III Pぞak.



札幌第 16 号山部図幅説明書

第 5 図版

YAl¥fABE(Sapporo-16)

PlateV

.儀

If,

第 i 図 夫婦岩の西南から見た芦別岳ム点(中央)，左端;土雲峰山 o

Fig.1 Mt.ASHJBETSUDAKE{romsouth-wfste;fMEOTOｭ

lWA. Th(, leftendistheU: MPOZA~ pt-ak.

第 2 図 芦別岳 A点から見た御花畑下の問地，圏谷様地形。

Fig.2 Acirque-liketopographYbelowOHANABATAK .E, l¥it.

ASHIBETSUDAKl';



札幌第 16 号山部図幅説明書

第 6 図版

YA¥[ABE(内 apporo-16)

PlateVI

~

•

第 l 図 芦別岳頂上西から見た地獄谷主鉾ケ峰 υ ，493m)

Fig.1 AviewofJIGOKVDANIlmclHOKOGAMINE(1 ,493 Ill)

fromthesUIIlmitof1¥1t.ASHIBETSVDAKE.

第 2 図 向上地点から見た 1 ，43 ラ m 峰左其南への山陵。

Fig.2 The 1 ，43 ラ rn peakanditssouthernslopefrom:Mt.ASHIｷ

BETSVDAKE.
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札幌第 16 号山部図幅説明書

第 7 図版
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第 1 図 芦別岳ふ点西から下富良野岳 (1 ，33 1.1 Ill)を見る。

Fig.1 !¥It.SHIMOFURANODAKEC1,33.lrn) fromthe

日ulllmlt of1¥H.ASHIBET 釘UDAKE

4・

第 2 図 夫婦岩西かち極楽平を隔て見る中天狗く 1 ，317m) 。

Fig.2 1¥1t.NAKATENGU (1,3J7m)iromthewestof

MEOTOIWA.



第 8 低i 枚 Plattア市

PseudaspiJocera列的rachiense ~rATr~10TO etHASHIM.O'l'O

eMS) x0.9

ド金山橋 lご産
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第 9 図版 Plate]x

Fig.1. Pseudaspidocerassorachiense MATU.!¥IOTOet

HASHIMOTO(.!\I S) 約 x 0.9

下金山橋下産

Fig.2a&2b .!¥Iortoniceras(Pervinquieria)imaii(YABE

etSHIMIZU) 約 x 0.9

山部川浩林小屋下の右岸産
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第 i 図

Fig.1
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第 2 図 a

Fig.23o

第 2 凶 b

Fig.2b

(C.UekiPhoto.)
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